
原
内
閣
の
成
立
と
総
力
戦
政
策

一
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
決
定
過
程
を
中
心
に
一

高

橋

秀

直

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
総
力
戦
政
策
の
展
開
が
政
治
過
程
・
政
治
体
制
に
対
し
て
持
っ
た
意
味
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
総
力
戦
政
策
の
政
治
史
的
研
究

の
一
環
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
総
力
戦
政
策
の
形
成
期
で
あ
る
第
一
次
大
戦
末
期
を
そ
の
対
象
と
す
る
。
こ
の
時
期
は
、
総
力
戦
政
策
の
形
成
・
「
シ

ベ
リ
ア
出
兵
」
の
決
定
・
寺
内
超
然
内
閣
か
ら
原
政
党
内
閣
へ
の
内
閣
形
態
の
移
行
と
い
う
三
つ
の
重
要
な
過
程
が
相
並
ん
で
進
行
し
た
時
期
で
あ
る
。

本
稿
の
具
体
的
課
題
は
こ
の
三
者
を
そ
の
相
互
連
関
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
決
定
問
題
を
め
ぐ
る
諸
権
力
主
体

（
労
相
寺
内
・
政
友
会
総
裁
原
・
陸
軍
・
三
角
同
盟
）
の
対
応
の
分
析
を
通
じ
て
、
総
力
戦
黙
想
の
対
抗
（
戦
時
型
と
平
時
型
、
平
時
型
の
内
部
で
の
列

強
協
調
方
針
と
自
主
方
針
）
・
次
期
政
権
を
め
ぐ
る
葛
藤
（
官
僚
内
閣
と
政
党
内
閣
）
の
展
開
と
そ
の
帰
結
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
原

内
閣
の
成
立
に
よ
り
、
政
党
内
閣
の
下
で
の
協
調
方
針
に
よ
る
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
実
践
と
し
て
形
成
器
の
総
力
戦
政
策
が
定
置
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、

本
稿
の
結
論
を
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
八
巻
三
号
　
一
九
八
五
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
第
一
次
大
戦
を
画
期
と
し
て
戦
争
形
態
は
新
し
い
段
階
に
入
る
。
軍
事
技
術
の
高
度
化
・
動
員
兵
力
の
爆
発
的
増
大
・
国
家
総
動
員
の
必
然

化
を
特
微
と
す
る
新
段
階
は
普
通
、
総
力
戦
段
階
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
総
力
戦
段
階
へ
の
対
応
を
め
ざ
す
政
策
を
総
力
戦
政
策
と
呼
ぶ
な
ら

ば
、
総
力
戦
政
策
の
課
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
は
国
家
総
動
員
体
制
の
樹
立
。
第
二
は
軍
備
充
実
。
そ
れ
は
軍
事
技
術
の
高
度
化
に

対
応
す
べ
き
軍
備
近
代
化
と
兵
力
需
要
の
画
期
的
増
大
に
対
応
す
べ
き
動
員
可
能
兵
力
の
拡
大
よ
り
な
る
。
第
三
は
自
給
的
資
源
圏
の
確
保
・

1　（335）



重
工
業
化
と
い
っ
た
総
力
戦
を
闘
い
う
る
経
済
力
の
創
出
。
第
四
は
国
務
と
統
帥
の
統
合
、
戦
争
指
導
の
一
元
化
で
あ
る
。
列
強
は
こ
れ
ら
の

課
題
を
達
成
す
べ
く
第
一
次
大
戦
以
後
、
総
力
戦
政
策
を
展
開
し
て
い
っ
た
が
、
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
展
開
は
政

治
過
程
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
総
力
戦
政
策
の
展
開
が
政
治
過
程
、
さ
ら
に
は
政
治
体
制
に
与
え
た
影
響
、
即
ち
総
力
戦
政
策
の
展
開
の
政
治
的
意
味
に
つ
い
て
の
従
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

通
説
は
、
そ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
欄
へ
の
求
心
性
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
、
一
九
二
〇
年
代
の
総
力
戦
政
策
で
あ
る
宇
垣
軍
政
の

政
党
政
治
体
制
へ
の
親
近
性
が
指
摘
さ
れ
、
総
力
戦
政
策
の
展
開
が
必
ず
し
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
み
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
々
の
時
期
に
お
け
る
総
力
戦
政
策
の
展
開
の
独
自
な
政
治
史
的
意
味
の
解
明
の
必
要
性
を
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
総
力
戦
政
策
の
展
開
が
各
々
の
時
期
に
持
っ
た
政
治
史
的
意
味
が
解
明
さ
れ
て
始
め
て
、
満
州
事
変
以
後
に
お

い
て
そ
の
展
開
が
結
局
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
形
成
に
連
動
し
て
い
っ
た
の
は
何
故
か
、
と
い
う
間
題
の
解
明
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
問
題
関
心
の
下
に
私
が
本
稿
で
行
な
う
と
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
総
力
戦
政
策
の
形
成
期
で
あ
る
第
一
次
大
戦
後
期
の
総
力
戦
政
策

の
展
開
の
政
治
史
的
意
味
の
解
明
で
あ
る
。

　
本
稿
が
対
象
と
す
る
第
一
次
大
戦
後
期
の
一
九
一
七
年
末
か
ら
一
九
一
八
年
の
時
期
は
、
重
要
な
意
味
を
拝
つ
三
つ
の
過
程
が
平
行
し
て
進

行
し
た
時
期
で
あ
る
。
　
一
は
総
力
戦
政
策
の
形
成
の
過
程
、
二
は
寺
内
超
然
内
閣
か
ら
原
政
党
内
閣
へ
の
内
閣
形
態
の
移
行
の
過
程
、
三
は

「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
の
決
定
・
実
施
過
程
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
各
々
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

相
互
連
関
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
と
こ
の
時
期
の
政
治
過
程
の
中
心
で
あ
る
二
の
連
関

の
分
析
は
、
総
力
戦
政
策
展
開
の
政
治
史
的
意
味
の
解
明
を
目
的
と
す
る
本
稿
が
ま
さ
に
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
明
に
は
ま
た

三
の
過
程
を
視
野
に
い
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
寺
内
内
閣
後
期
に
争
点
化
し
た
政
策
問
題
の
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
出
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

問
題
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
総
力
戦
構
想
を
め
ぐ
る
対
抗
の
場
、
政
権
難
題
を
め
ぐ
る
角
逐
の
場
と
い
う
役
割
を
も
は
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

従
っ
て
本
稿
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
期
、
総
力
戦
政
策
が
い
か
に
、
い
か
な
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
と
内
閣
形
態
の
移
行
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の
問
題
の
連
関
を
、
　
「
シ
ベ
リ
ア
塒
兵
」
決
定
過
程
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
よ
う
な
三
者
の
相
互
連
関
の
検
討

は
、
三
者
各
々
に
つ
い
て
の
研
究
の
深
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

①
｝
九
三
〇
年
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
源
流
の
遡
及
と
い
う
視
角
で
、
館
一
次

　
大
戦
以
後
の
総
力
戦
政
策
の
展
開
を
分
析
し
た
研
究
の
最
も
体
系
的
な
も
の
は
木

　
坂
順
一
郎
「
軍
部
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
（
『
季
刊
国
際
政
治
』
三
八
・
一
九
六
九
）

　
で
あ
る
。

②
　
坂
野
潤
治
「
幣
原
外
交
の
崩
壊
と
曝
本
陸
軍
」
　
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

　
編
『
運
動
と
抵
抗
』
上
・
東
京
大
学
出
版
会
・
　
九
七
九
）
・
吉
田
裕
「
昭
和
恐

　
慌
前
後
の
社
会
情
勢
と
軍
部
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
一
九
・
一
九
入
○
）
等
。

③
但
し
最
近
、
政
権
問
題
に
お
け
る
出
兵
政
策
の
位
置
を
分
析
し
た
季
武
嘉
也
氏

　
の
研
究
（
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
諸
政
党
の
動
向
」
〔
『
年
報
近
代
日
本
研
究
』
六

　
山
川
出
版
社
・
一
九
八
四
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

④
な
お
政
権
問
題
と
出
兵
問
題
の
連
関
の
み
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
拙
稿
「
寺

　
内
内
閣
期
の
政
治
体
制
」
（
『
史
林
隠
六
七
－
四
・
一
九
入
四
）
第
…
二
章
第
二
節
で

　
述
べ
て
い
る
。

⑤
な
お
先
に
述
べ
た
総
力
戦
秘
策
の
四
つ
の
課
題
の
う
ち
、
こ
の
時
期
に
お
い
て

　
重
視
さ
れ
、
敷
治
過
程
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
は
二
と
三
、
特
に
二
の
軍
備

　
充
実
㊨
課
題
で
あ
る
（
一
の
総
動
員
政
策
が
政
治
過
程
の
中
心
的
問
題
の
一
つ
と

　
な
る
の
は
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
）
。

（
付
記
）

　
本
稿
で
は
頻
出
資
料
、
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
（
福
村
鵠
版
社
・
一
九
六
五
）

　
・
「
田
健
治
郎
日
記
」
（
國
立
曝
首
図
書
館
憲
政
資
料
室
〔
以
下
、
憲
政
資
料
蜜
〕

　
蔵
）
・
小
林
罷
重
目
『
翠
雨
荘
日
記
』
（
原
書
房
・
一
九
穴
六
）
を
典
拠
と
す
る
場

　
合
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
す
る
。
前
二
者
の
…
九
一
九
年
七
渥
一
五
日
の
条
は
、

　
（
原
日
記
、
1
8
．
7
・
1
5
Y
（
田
日
記
、
1
8
・
7
・
1
5
）
。
『
翠
雨
荘
日
記
』
の
一

　
二
六
頁
は
、
（
伊
東
、
一
二
六
頁
）
。
ま
た
資
料
引
用
中
の
（
　
）
は
断
ら
ぬ
限
り

引
用
者
の
も
の
。

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

1
1

出
兵
問
題
と
総
力
戦
構
想

出
兵
決
定
過
程
の
問
題
点

　
ま
ず
出
兵
決
定
過
程
の
概
要
を
述
べ
、
続
い
て
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
本
稿
が
解
明
し
よ
う
と
す
る
問
題
点
を
示
す
。

・
出
兵
決
定
過
程
は
大
ま
か
に
言
っ
て
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
一
一
月
革
命
よ
り
一
九
一
八
年
七
月
八
日
の
ア
メ

リ
カ
の
出
兵
提
議
ま
で
の
時
期
で
、
三
月
の
英
仏
の
出
兵
要
請
へ
の
対
応
が
そ
の
中
心
を
な
す
。
第
二
期
は
ア
メ
リ
カ
の
出
兵
提
議
か
ら
八
月

二
日
の
出
兵
宣
言
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
出
兵
決
定
過
程
を
め
ぐ
る
権
力
中
枢
の
動
き
に
つ
い
て
は
細
谷
千
博
琉
の
業
績
を
中
心
と
す
る
従
来
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①

の
研
究
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
細
谷
氏
に
よ
り
そ
れ
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
第
一
期
、
出
兵
聞
題
に
つ
い
て
権
力
中
枢
に
は
二
つ
の
考
え
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は
陸
軍
・
本
野
外
相
の
「
自
主
的
出
兵
論
」
で
、
列

強
の
意
向
に
と
ら
わ
れ
な
い
日
本
の
自
主
的
出
兵
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
は
首
相
寺
内
・
政
友
会
総
裁
原
・
元
老
山
県
の
「
協
調
的

出
兵
論
」
で
、
列
強
、
特
に
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
を
出
兵
の
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
が
出
兵
に
同
意
し
て

い
な
い
第
一
期
に
お
い
て
、
後
者
は
出
兵
反
対
の
立
場
を
と
り
、
前
者
の
出
兵
断
行
の
主
張
を
圧
倒
し
た
。
し
か
し
第
二
期
に
入
る
と
寺
内
・

山
県
は
「
自
主
的
出
兵
論
」
の
立
場
に
移
行
し
、
ア
メ
リ
カ
の
提
議
の
条
件
内
で
の
協
調
的
出
兵
を
主
張
す
る
原
に
対
し
て
、
陸
軍
と
共
に
対

立
す
る
。
こ
の
対
立
は
結
局
、
原
の
敗
北
に
終
わ
り
、
自
主
的
出
兵
と
し
て
の
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
が
決
定
さ
れ
る
。

　
自
主
的
出
兵
と
し
て
出
兵
が
決
定
さ
れ
た
最
大
の
要
因
は
、
第
二
期
に
お
け
る
寺
内
・
山
県
の
移
行
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
理
由
の
把
握

が
出
兵
決
定
過
程
理
解
の
一
つ
の
要
を
な
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
細
谷
氏
の
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
史
的
研
究
』
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

（一

l
～
一
六
頁
）
。
寺
内
・
山
県
と
原
は
三
月
に
お
い
て
出
兵
反
対
で
一
致
し
て
い
た
が
、
彼
等
の
「
協
調
的
出
兵
論
」
自
体
に
つ
い
て
は
大

き
な
違
い
が
存
在
し
た
。
寺
内
・
山
県
の
そ
れ
は
出
兵
に
主
眼
が
置
か
れ
、
対
列
強
協
調
は
戦
略
的
配
慮
と
し
て
の
み
問
題
と
さ
れ
る
「
協
調

　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら

的
出
兵
論
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
原
の
そ
れ
は
列
強
協
調
に
中
心
が
あ
る
「
協
調
的
出
兵
論
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
二
つ
の
立
場
は
日
本
帝

国
主
義
の
二
面
性
の
反
映
で
あ
る
。
前
者
及
び
「
自
主
的
出
兵
論
」
は
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
性
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
後
者
は
経
済
の
低
位
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
基
づ
く
従
属
性
の
発
現
で
あ
っ
た
。
七
月
に
入
る
と
寺
内
・
山
県
の
「
協
調
的
出
兵
論
」
は
そ
の
　
「
本
来
の
性
格
か
ら
当
然
に
」
（
一
六
頁
）
、

「
自
主
的
出
兵
論
」
に
移
行
す
る
。

　
第
一
期
に
お
け
る
寺
内
・
山
県
と
原
の
「
協
調
的
出
兵
論
」
の
差
違
性
の
指
摘
・
そ
の
差
違
の
根
底
に
日
本
帝
国
主
義
の
構
造
を
見
る
分
析

に
つ
い
て
私
は
細
谷
属
の
見
解
に
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
見
解
に
も
不
十
分
な
点
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
寺
内
・
山

県
の
出
兵
論
の
「
本
来
の
性
格
」
が
何
故
第
一
期
に
現
わ
れ
ず
七
月
に
お
い
て
発
現
し
た
の
か
、
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
十
分
性
が
生
じ
た
要
因
は
、
　
「
自
主
的
出
兵
論
」
・
「
協
調
的
出
兵
論
」
と
い
っ
た
出
兵
問
題
へ
の
対
応
の
背
後
に
あ
る
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彼
等
の
全
体
的
な
政
策
構
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
寺
内
・
山
県
の
出
兵
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
の

変
化
の
論
理
を
把
握
す
る
に
は
、
個
々
の
政
策
問
題
へ
の
対
応
を
規
定
す
る
彼
等
の
全
体
的
な
政
策
構
想
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
そ
の
中

で
の
出
兵
問
題
の
位
置
づ
け
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
2
で
は
、
寺
内
・
原
・
陸
軍
の
こ
の
時

期
の
政
策
構
想
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
彼
等
の
政
策
構
想
と
出
兵
問
題
へ
の
対
応
の
連
関
を
第
一
期
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
な
お

2
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
「
総
力
戦
政
策
と
寺
内
内
閣
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
掲
載
予
定
）
で
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
　
こ
こ
で
は
概
略
の

み
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

2

総
力
戦
構
想
と
出
兵
問
題

　
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
が
本
格
的
な
問
題
と
な
る
一
九
一
七
年
末
の
寺
内
の
政
策
構
想
は
、
そ
の
内
閣
が
独
自
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
あ

る
一
九
一
八
年
度
予
算
案
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
寺
内
は
軍
備
充
実
と
経
済
発
展
を
中
心
課
題
と
し
、
そ
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
て

い
た
。
寺
内
の
こ
の
政
策
課
題
は
、
単
な
る
一
般
論
で
は
な
く
、
第
一
次
大
戦
後
期
の
そ
れ
と
い
う
特
質
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
軍

備
充
実
は
大
戦
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
経
済
黒
影
の
課
題
は
、
大
戦
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た

持
久
戦
に
お
け
る
経
済
力
の
重
要
性
と
、
予
想
さ
れ
る
戦
後
の
「
経
済
戦
」
へ
の
対
応
の
必
要
性
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
寺
内

の
政
策
課
題
は
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
総
力
戦
政
策
の
二
・
三
の
課
題
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
を
中
心
的
目
的
と
す
る
寺
内
の
政

策
構
想
は
、
総
力
戦
政
策
の
展
開
構
想
で
あ
る
総
力
戦
溝
想
と
把
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
原
の
こ
の
時
期
の
政
策
構
想
は
、
一
九
一
七
年
九
月
以
降
、
彼
が
提
唱
し
た
「
戦
後
経
営
」
構
想
に
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
、
教

育
の
改
善
、
二
、
交
通
機
関
の
発
達
、
三
、
軍
備
充
実
よ
り
な
っ
て
い
た
。
原
の
「
戦
後
経
営
」
構
想
は
総
力
戦
構
想
と
把
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
総
力
戦
と
な
っ
た
大
戦
を
闘
う
べ
く
こ
の
時
期
、
列
強
が
と
っ
た
政
策
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
自
衛
自

給
」
方
針
が
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
大
戦
に
よ
る
軍
備
の
革
新
へ
の
対
応
策
で
あ
る
軍
備
充
実
政
策
（
特
に
飛
行
機
の
装
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備
）
が
、
最
優
先
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
構
想
が
軍
事
性
を
帯
び
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
一
七
年
末
に
お
け
る
陸
軍
の
主
要
政
策
も
総
力
戦
段
階
に
対
応
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
軍
備
充
実
政
策
に

つ
い
て
は
、
日
露
戦
後
期
の
目
標
で
あ
っ
た
一
九
〇
七
年
の
帝
国
国
防
方
針
に
代
わ
り
、
大
戦
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
新
し
い
充
実
目
標
の
策
定

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
陸
軍
の
産
業
政
策
の
中
心
で
あ
る
軍
事
工
業
政
策
も
転
換
し
た
。
即
ち
民
間
資
本
と
は
断
絶
し
た
軍
工
廠
中

心
主
義
的
軍
事
工
業
体
制
の
維
持
を
基
調
と
す
る
従
来
の
政
策
よ
り
総
力
戦
の
莫
大
な
需
要
に
応
え
得
る
た
め
に
民
間
資
本
の
積
極
的
な
利
用

を
図
る
政
策
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
大
陸
侵
略
政
策
に
つ
い
て
も
、
総
力
戦
体
制
を
つ
く
る
た
め
の
資
源
問
題
の
解
決
政
策
と
い
う

位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
出
兵
が
問
題
と
な
っ
た
一
九
一
七
年
末
の
寺
内
・
原
・
陸
軍
の
政
策
構
想
は
、
共
に
総
力
戦
構
想
と
奮
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
彼
等
の
こ
う
し
た
政
策
構
想
1
1
総
力
戦
構
想
の
中
で
、
出
兵
問
題
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か
を
次
に
見
る
。

　
陸
軍
に
お
い
て
、
出
兵
は
総
力
戦
政
策
遂
行
の
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
一
貫
し
て
最
強
硬
の
出
兵
主
張
者
で
あ
っ
た
陸
軍
の
出
題
ハ
計
画
は
単

な
る
軍
事
計
画
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
総
力
戦
政
策
遂
行
計
画
で
も
あ
っ
た
。
第
一
に
、
そ
れ
は
軍
備
充
実
計
画
も
含
み
こ
ん
で

い
た
。
陸
軍
は
出
兵
の
遂
行
に
あ
た
り
「
編
制
、
装
備
改
正
案
」
と
い
う
軍
備
充
実
計
画
を
同
時
に
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
計
画

は
大
規
模
な
軍
備
近
代
化
計
画
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
れ
は
総
動
員
政
策
も
含
ん
で
い
た
。
出
兵
に
伴
な
う
兵
器
弾
薬
需
要
の
増
大
の
予
想

を
直
接
的
要
因
と
し
て
、
先
の
軍
事
工
業
政
策
の
転
換
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
の
中
心
的
な
総
動
員
政
策
で
あ
る
軍
需
工
業
動
員
法
の

制
定
は
か
か
る
転
換
の
一
環
で
あ
っ
た
。
動
員
法
は
出
兵
関
連
政
策
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
出
兵
、
即
ち
シ
ベ
リ
ア
へ
の
侵
略
自

体
、
資
源
聞
題
の
解
決
政
策
と
い
う
位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
陸
軍
が
、
出
兵
を
総
力
戦
政
策
遂
行
の
契
機
に
し
ょ
う
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
対
外
的
に
勢
力
圏
の
拡
大
を
も
た
ら
す
か
ら
の

み
で
な
く
、
対
内
的
に
総
力
戦
政
策
の
徹
底
的
な
遂
行
に
必
要
と
な
る
強
力
な
政
治
力
の
獲
得
を
そ
れ
が
可
能
に
す
る
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
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原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

る
。
即
ち
出
兵
に
伴
な
い
生
ず
る
で
あ
ろ
う
民
衆
意
識
の
戦
時
化
に
よ
り
徹
底
的
な
総
力
戦
政
策
の
遂
行
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
陸
軍
の
こ
の
計
画
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
と
寺
内
内
閣
の
総
力
戦
政
策
の
関
係
で
あ
る
。
寺
内
は
そ
の
構
想

の
実
現
を
図
る
べ
く
、
一
九
一
八
年
度
予
算
案
に
お
い
て
近
代
化
を
中
心
と
す
る
陸
軍
軍
備
の
充
実
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
案
は
陸
軍
の

要
求
を
満
た
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
陸
軍
は
、
大
規
模
な
軍
拡
要
求
を
政
府
に
出
し
た
が
、
寺
内
は
そ
れ
が
経

済
に
も
た
ら
す
負
担
へ
の
配
慮
・
議
会
支
配
力
を
欠
く
超
然
内
閣
の
政
治
力
の
限
界
か
ら
、
そ
の
要
求
を
大
き
く
削
っ
て
予
算
案
を
編
成
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
陸
軍
は
強
い
不
満
を
持
ち
、
寺
内
の
抑
制
の
突
破
・
寺
内
の
陸
軍
支
配
力
の
打
破
を
試
行
す
る
に
至
っ
た
。
出
兵

計
画
は
そ
の
現
わ
れ
と
惟
え
ら
れ
る
。
「
編
制
、
装
備
改
正
案
」
は
寺
内
の
軍
備
充
実
計
画
を
遙
か
に
こ
え
る
軍
備
近
代
化
計
画
で
あ
っ
た
（
機

関
銃
に
つ
い
て
は
二
倍
、
飛
行
機
に
つ
い
て
は
約
七
倍
、
等
）
。
こ
れ
が
出
兵
計
画
の
一
環
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
陸
軍
が
出
兵

を
契
機
と
し
て
寺
内
の
意
向
を
こ
え
て
、
自
己
の
軍
備
計
画
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
陸
軍

が
出
兵
一
戦
争
の
も
た
ら
す
統
帥
部
の
政
治
力
の
高
ま
り
を
利
用
し
て
、
主
体
的
に
自
己
の
総
力
戦
構
想
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
寺
内
に
お
い
て
は
出
兵
は
総
力
戦
政
策
遂
行
の
対
立
物
と
論
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
把
握
は
出
兵
が
も
た
ら
す
國
力
の
消
尽
へ

の
危
惧
に
基
づ
い
て
い
た
。
三
月
の
段
階
に
お
い
て
出
兵
は
独
露
と
の
本
格
的
な
戦
争
に
つ
な
が
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
膨
大
な
国
力
の
傾

注
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
例
え
ば
山
県
は
出
兵
を
行
な
う
に
は
「
三
個
年
間
出
兵
百
万
、
戦
費
酉
億
門
之
決
心
」
〔
田
臼
記
、
1
8

・
3
・
1
0
〕
が
い
る
と
し
た
）
。
こ
う
し
た
大
規
模
な
出
兵
は
総
力
戦
政
策
の
遂
行
を
阻
害
し
そ
れ
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
寺
内
は
把
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ま
た
ロ
シ
ア
革
命
以
後
の
極
東
情
勢
の
流
動
化
の
下
、
大
陸
に
向
け
て
日
本
の
勢
力
を
軍
事
的
に
拡
張
し
よ
う
と
い
う
志
向
に
お
い

て
寺
内
は
陸
軍
と
等
し
か
っ
た
。
出
兵
と
総
力
戦
政
策
の
遂
行
と
い
う
二
つ
の
志
向
を
寺
内
が
共
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
必

要
と
な
る
の
は
出
兵
の
た
め
の
資
財
の
外
部
よ
り
の
供
給
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
そ
の
供
給
を
な
し
得
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
み
で
あ
っ
た
。
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大
規
模
な
出
兵
を
自
国
の
経
済
力
で
は
担
い
切
れ
な
い
と
い
う
日
本
経
済
の
低
位
性
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存
の
必
要
が
、
寺
内
を
「
協

調
的
出
兵
論
」
の
立
場
に
立
た
し
、
七
月
ま
で
自
主
的
主
兵
に
踏
み
き
ら
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
付
論
参
照
）
。

　
出
兵
を
総
力
戦
政
策
の
対
立
物
と
す
る
把
握
に
つ
い
て
は
原
は
寺
内
と
等
し
か
っ
た
。
　
「
此
際
我
よ
り
進
ん
で
出
兵
し
、
ウ
カ
ゥ
カ
と
大
戦

に
陥
る
が
如
き
事
は
欲
せ
ざ
る
所
な
り
、
今
日
の
急
務
は
急
ぎ
我
国
防
を
充
実
し
て
、
冷
静
に
世
界
の
形
勢
を
視
る
に
在
り
」
（
原
日
記
、
1
7
・

12

D
2
7
）
と
あ
る
よ
う
に
原
も
出
兵
が
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
大
戦
争
を
避
け
、
軍
備
充
実
（
原
の
総
力
戦
魚
道
の
核
）
の
実
現
を
ま
ず
図
る

べ
き
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
第
一
期
に
お
け
る
陸
軍
と
寺
内
・
原
の
出
兵
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
総
力
戦
政
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
の
出
兵
一
戦
争
の
位
置

づ
け
を
め
ぐ
る
対
立
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
手
掛
り
と
し
て
総
力
戦
構
想
に
つ
い
て
の
一
つ
の
類
型
化
が
可
能
と
な
る
。

一
つ
は
、
戦
時
型
総
力
戦
構
想
で
、
戦
争
に
よ
る
勢
力
圏
の
拡
大
・
民
衆
意
識
の
戦
時
化
を
利
用
し
て
、
一
挙
に
総
力
戦
政
策
の
展
開
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
、
陸
軍
の
構
想
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
他
は
平
時
型
総
力
戦
構
想
で
、
戦
争
の
も
た
ら
す
国
力
の
消
尽
を
さ
け
、
平
時
状
況
の

下
で
総
力
戦
政
策
の
遂
行
を
な
そ
う
と
い
う
構
想
で
、
寺
内
・
原
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
な
お
山
県
の
こ
の
時
の
政
策
構
想
は
不
明
で
あ
る
が
、

彼
が
出
兵
程
戦
争
の
も
た
ら
す
国
力
の
消
尽
へ
の
危
惧
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
重
視
し
、
出
兵
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
平
時
型
総
力

戦
構
想
の
論
理
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
戦
時
型
総
力
戦
構
想
が
展
開
さ
れ
る
な
ら
ば
、
軍
事
的
要
請
の
名
の
下
に
統
帥
が
国
務
を
圧
倒
す
る
、
強
権
的
政
治
体
制
が
生
ま
れ
る
可
能

性
が
高
く
、
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
展
開
に
お
い
て
は
、
統
帥
の
優
越
は
困
難
と
な
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
類
型
を
ふ
ま
え
て
第
一
期
に
お
け
る
紺
立
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
総
力
戦
構
想
の
平
時
型
と
戦
時
型
の
対
立
と
い
う
意
味
を
持

っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
時
、
前
者
の
立
場
に
立
つ
寺
内
・
原
・
山
県
の
力
の
前
に
陸
軍
は
敗
れ
、
そ
の
企
図
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

　
〈
付
論
〉

　
七
月
ま
で
寺
内
は
「
協
調
的
出
兵
論
」
の
立
場
を
と
り
自
主
的
出
兵
に
抑
制
的
で
あ
っ
た
と
本
稿
は
養
え
る
。
か
か
る
把
握
を
な
す
場
合
、

問
題
と
な
る
の
は
、
五
月
一
四
日
の
セ
ミ
ョ
ノ
ブ
支
援
の
閣
議
決
定
と
六
月
七
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
出
兵
提
議
へ
の
寺
内
の
対
応
の
性
格
で
あ
る
。

以
下
こ
れ
を
検
討
す
る
。

　
セ
ミ
ョ
ノ
ブ
を
含
む
独
立
政
権
工
作
に
つ
い
て
は
、
三
月
ま
で
寺
内
は
積
極
的
で
あ
り
陸
軍
と
共
に
工
作
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
四
月
以

降
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
寺
内
は
抑
制
的
対
応
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
陸
軍
は
そ
れ
に
完
全
に
は
従
わ
ず
、
現
地
に
お
い
て
依
然
工
作

を
進
め
て
い
た
。
寺
内
が
抑
制
的
対
応
に
転
じ
た
以
上
、
陸
軍
の
出
兵
意
図
の
実
現
の
た
め
に
は
、
現
地
で
の
「
独
走
」
が
有
効
な
戦
術
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
。
四
月
二
三
日
出
ミ
ョ
ノ
ブ
の
ロ
シ
ア
侵
入
は
陸
軍
に
と
っ
て
最
も
好
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た
。
四
月
二
七
日
、
田
中
は
セ
ミ
ョ
ノ
ブ
を
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

見
捨
て
れ
ば
「
穏
和
派
」
の
日
本
へ
の
信
頼
が
失
わ
れ
る
と
、
五
、
六
十
万
円
の
軍
資
援
助
を
寺
内
に
訴
え
た
。
そ
し
て
五
月
四
日
参
謀
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
セ
ミ
ョ
ノ
ブ
・
ホ
ル
ワ
ッ
ト
へ
の
援
助
を
求
め
る
建
議
を
政
府
に
提
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
政
府
は
五
月
一
四
日
セ
ミ
ョ
ノ
ブ
へ
の
軍
資
援

　
　
　
　
　
⑥

助
を
決
定
し
た
。
独
立
政
権
工
作
は
再
び
積
極
的
な
も
の
に
転
じ
た
か
に
見
え
た
。

　
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
寺
内
が
援
助
に
同
意
し
た
の
は
、
そ
れ
を
日
本
の
自
主
的
騎
兵
の
先
駆
．
と
す
る
つ
も
り
か
ら
で
は
な

く
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
出
兵
に
同
意
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
を
、
こ
の
時
彼
が
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
四
月
三
〇
日
ウ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ル
ソ
ン
大
統
領
は
石
井
大
使
と
の
間
で
日
本
の
出
兵
を
仮
定
し
た
会
話
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
日
本
側
で
は
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
出
兵
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

岡
黙
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
測
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
寺
内
も
五
月
の
初
め
に
は
米
英
仏
間
に
出
兵
へ
の
合
意
が
成
立
す
る
可
能
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
セ
、
ミ
ョ
ノ
ブ
支
援
は
か
か
る
予
想
の
下
に
、
列
国
と
の
協
調
的
出
兵
に
際
し
て
の
日
本
の
優
位
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

保
し
よ
う
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
主
的
出
兵
の
発
端
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ア
メ
リ
カ
が
転
換
す
る
と
い
う
予
想
の
誤
り
は
五
月
の
中
旬
に
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
決
定
を
直
後
に
く
つ
が
え
す
こ
と
は
困
難
で
、

セ
、
ミ
ョ
ノ
ブ
援
助
は
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
政
府
に
と
っ
て
そ
れ
は
あ
く
ま
で
資
金
・
物
資
の
援
助
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
出
兵
に
つ
な
が
る
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も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
六
月
七
日
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
に
対
し
出
兵
提
議
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
寺
内
は
出
兵
を
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
（
原
日
記
、
1
8
．
6
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

1
6
）
。
　
し
か
し
そ
れ
は
、
提
議
へ
の
政
府
回
答
の
原
案
が
依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
同
意
を
出
兵
の
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
よ
り
明
ら
か
な
よ

う
に
、
協
調
的
出
兵
で
あ
り
自
主
的
出
兵
で
は
な
か
っ
た
。

　
要
す
る
に
七
月
以
前
に
お
い
て
寺
内
は
「
協
調
的
出
兵
論
」
の
立
場
を
維
持
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
同
意
が
な
い
こ
の
段
階
で
は
、
等
内

に
と
り
出
兵
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
③
　
井
上
清
『
日
本
の
軍
国
霊
義
』
H
・
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
五
烹
、
細
谷
　
　
　
　
⑦
　
一
九
｝
八
年
四
月
頃
〇
日
付
外
相
宛
石
井
在
米
大
使
電
報
（
『
日
本
外
交
文
書
』

　
　
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
史
的
研
究
』
・
　
九
五
五
初
版
、
新
泉
社
・
一
九
七
六
復
刊
、
　
　
　
　
〔
以
下
、
『
外
文
』
〕
大
正
七
年
第
【
冊
〔
以
下
、
T
7
一
一
〕
、
七
九
四
、
五
頁
）
。

　
　
同
『
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
隔
・
原
書
房
二
九
七
二
、
高
橋
治
『
派
兵
隔
第
一
部
・
　
　
　
⑧
　
一
九
一
八
年
五
月
＝
～
下
付
外
相
宛
石
井
在
米
大
使
電
報
（
同
右
、
八
〇
一
、

　
　
朝
日
新
聞
社
・
一
九
七
三
、
雨
宮
昭
一
「
戦
争
指
導
と
政
党
」
（
『
思
想
』
六
ニ
ニ
　
　
　
　
　
一
一
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
．
一
九
七
六
）
等
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
首
相
・
外
相
・
陸
相
の
承
認
を
経
て
田
中
が
現
地
の
工
作
者
に
送
っ
た
　
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
い
、

②
本
稿
で
言
う
陸
軍
と
は
、
実
際
に
省
部
の
中
枢
を
担
っ
て
い
る
軍
審
官
僚
層
を

　
さ
し
、
山
県
や
寺
内
と
い
っ
た
長
老
と
は
区
別
す
る
。
こ
の
時
期
の
陸
軍
の
主
導

　
権
は
、
田
中
義
｝
参
謀
次
長
を
中
心
と
す
る
参
謀
本
部
が
握
っ
て
い
た
。

　
　
な
お
陸
軍
に
お
け
る
軍
薪
官
僚
層
と
長
老
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
は
北
岡
伸
一

　
『
日
本
陸
軍
と
大
陸
政
策
』
（
東
京
大
学
出
版
会
・
　
九
七
八
）
参
照
。

③
高
橋
前
掲
書
、
第
三
・
四
章
、
参
照
。

④
　
一
九
一
入
年
四
月
二
七
日
付
寺
内
宛
田
中
書
簡
（
『
寺
内
正
毅
関
係
文
書
』
〔
憲

　
政
資
料
室
蔵
、
以
下
、
　
『
寺
内
文
書
』
〕
一
二
一
五
1
6
9
）
。

⑤
⑥
　
参
謀
本
部
『
西
伯
利
出
兵
史
』
・
新
時
代
社
．
一
九
七
二
復
刻
（
以
下
、
『
出

　
兵
史
』
）
上
、
八
七
六
、
七
頁
（
復
刻
版
に
よ
る
頁
数
、
以
下
同
）
。

　
八
年
五
月
九
日
付
の
電
報
（
『
出
兵
史
』
中
、
八
七
七
頁
）
一
　
以
下
の
よ
う
な

　
観
測
を
た
て
て
い
た
。
英
仏
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
と
の
提
鞘
…
の
試
み
は
央
敗

　
し
、
ア
メ
リ
カ
に
も
臼
本
が
出
兵
に
連
合
国
の
参
舶
を
認
め
た
こ
と
で
態
度
変
更

　
の
模
様
が
あ
り
、
協
調
的
出
兵
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
。

⑩
同
右
電
報
。

⑪
　
一
九
一
入
年
五
月
一
七
霞
付
参
謀
総
長
活
水
晦
中
佐
（
在
米
）
電
報
（
『
外
文
』

　
T
7
i
一
、
八
〇
三
、
四
頁
）
。

⑫
　
　
「
シ
ベ
リ
ア
共
周
出
兵
二
関
シ
曲
四
仏
伊
三
国
政
府
ヨ
リ
ノ
申
越
二
対
ス
ル
我
回

　
当
月
旨
（
案
）
」
（
同
右
、
八
四
五
～
八
四
七
頁
）
。
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■
　
出
　
兵
　
決
　
定

　
七
月
八
日
ア
メ
リ
カ
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
軍
救
出
を
名
目
に
、
日
本
に
対
し
て
出
兵
の
提
議
を
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
提
議
に
は
、

出
兵
兵
力
は
七
千
人
、
出
兵
地
域
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
限
定
条
件
が
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
日
本
は
、
出
兵
提
議
に
応
じ
つ
つ
も
、

兵
力
・
地
域
の
限
定
条
件
を
無
視
し
て
出
兵
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
自
主
的
出
兵
と
し
て
の
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
が
決
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
か
か
る
決
定
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
第
一
に
、
か
つ
て
の
「
協
調
的
出
兵
論
」
者
が
七
月
に
お
い
て
分
裂
し
、
寺
内
・
山
県

が
「
自
主
的
出
兵
論
」
に
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
補
完
す
る
第
二
の
も
の
は
外
交
政
策
決
定
の
場
と
な
っ
て
い
た
臨
時
外
交

調
査
会
に
お
け
る
伊
東
巳
代
治
の
術
策
の
冴
え
で
あ
っ
た
。

　
本
章
は
一
で
、
寺
内
の
移
行
の
理
由
、
論
理
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
で
出
兵
決
定
の
総
力
戦
政
策
史
に
お
け
る
意
味
の
検
討

を
行
な
う
。
そ
し
て
2
で
は
、
出
兵
決
定
の
舞
台
回
し
を
勤
め
た
伊
東
の
企
図
を
分
析
し
、
出
兵
決
定
と
政
権
問
題
の
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
。

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

1

出
兵
決
定
と
総
力
戦
構
想

　
寺
内
が
七
月
に
お
い
て
「
自
主
的
出
兵
論
」
に
移
行
し
た
の
は
何
故
か
、
の
説
明
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
塒
兵
支
持

に
転
換
し
出
兵
へ
の
列
国
協
調
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
不
同
意
が
、
第
一
期
の
出
兵
反
対
論
の
根
本
的
要
因
と
な
っ
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
が
移
行
の
決
定
的
な
理
由
と
も
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
説
明
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
時
の
寺
内
の
移
行
は
、
原
の
そ
れ
の
よ
う
に
「
協
調
的
出
兵
論
」
の
立

場
よ
り
の
出
兵
反
対
か
ら
支
持
へ
の
移
行
（
こ
の
場
合
は
当
然
ア
メ
リ
カ
の
提
議
内
で
の
出
兵
の
主
張
と
な
る
）
で
は
な
く
、
　
「
協
調
的
出
兵

論
」
の
立
場
よ
り
の
出
兵
反
対
か
ら
「
自
主
的
出
兵
論
」
の
立
場
よ
り
の
出
兵
支
持
へ
の
移
行
だ
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
提
議
は
、
寺
内

に
と
り
出
兵
の
名
目
の
提
供
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
自
主
的
出
兵
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
理
由
と
は
な
り
得

11　（345）



な
い
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
寺
内
の
「
自
主
的
出
兵
論
」
へ
の
移
行
の
要
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
対
応
の
変
化
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
期
に
お
い
て
決
定
的
で

あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
意
向
が
、
七
月
に
お
い
て
何
故
無
視
し
得
る
も
の
に
な
っ
た
の
か
、
ア
メ
リ
カ
の
し
め
る
位
置
の
低
下
の
理
由
が
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
　
、

　
そ
の
理
由
は
、
出
兵
に
お
け
る
経
済
的
依
存
の
問
題
の
比
重
の
低
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
期
に
お
い
て
寺
内
が
ア
メ
リ
カ
の
意
向

を
重
視
し
た
根
本
的
理
由
は
、
出
兵
に
際
し
て
の
軍
需
・
軍
資
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存
の
必
要
性
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
依
存
の
問
題
の
比

重
も
七
月
に
は
変
化
し
て
い
た
。
日
本
の
自
主
的
出
兵
方
針
を
示
し
た
七
月
一
七
臼
の
対
米
通
牒
に
対
す
る
回
答
を
、
ア
メ
リ
カ
は
七
月
二
五

日
に
行
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
中
で
、
大
規
模
な
軍
隊
へ
の
物
資
供
給
は
出
来
な
い
と
断
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
米
国
政
府
ノ
意
見
ヲ

却
ケ
無
謀
ノ
安
心
出
ヅ
ル
場
合
ニ
ハ
米
国
ハ
一
物
ヲ
モ
供
給
セ
ザ
ル
可
シ
ト
ノ
感
想
ヲ
与
ヘ
シ
メ
ン
ト
ノ
底
意
」
に
出
て
い
る
も
の
と
日
本
側

　
　
　
　
　
①

は
受
け
と
っ
た
。
出
兵
闇
題
を
め
ぐ
り
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
経
済
的
依
存
性
を
衝
い
て
き
た
と
日
本
側
は
見
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
寺
内
は
自
主
的
出
兵
方
針
の
堅
持
を
主
張
し
譲
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
（
伊
東
、
一
六
七
頁
）
。
　
こ
の
こ
と
は
寺
内
が
出
兵
に
際
し
て

の
経
済
的
依
存
性
の
問
題
を
決
定
的
な
も
の
と
し
て
重
視
す
る
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。

　
で
は
こ
の
変
化
は
何
故
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
出
兵
決
定
の
内
容
自
体
を
検
討
す
る
。

　
決
定
の
内
容
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
限
定
条
件
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
完
全
に
無
限
定
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
出
兵
は
二
個
師
団
と
い
う
限
定
を
つ
け
て
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
個
師
団
と
い
う
限
定
さ
れ
た
兵

力
で
の
出
兵
方
針
は
、
誰
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
提
議
の
全
体
が
日
本
に
到
着
し
た
の
は
七
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
午
後
、
外
相
後
藤
新
平
は
出
兵
問
題
に
つ
い
て
伊

東
を
訪
問
し
た
。
こ
の
時
、
後
藤
は
ア
メ
リ
カ
の
限
定
条
件
を
こ
え
た
自
主
的
出
兵
を
行
な
う
が
、
兵
力
は
二
個
師
団
に
留
め
る
こ
と
を
語
っ

て
お
り
（
同
、
＝
一
六
頁
）
、
七
月
の
出
兵
決
定
の
基
本
方
針
が
こ
の
時
既
に
内
定
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
伊
東
と
の
会
談
で
後
藤
が
「
寺
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原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

内
首
相
モ
窪
田
堅
ク
決
心
ス
ル
所
ア
リ
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
（
同
、
一
二
八
頁
）
よ
り
見
て
、
伊
東
訪
問
以
前
、
ア
メ
リ
カ
の
提
議
の
到
着
直

後
に
寺
内
・
後
藤
間
で
出
兵
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
が
内
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
二
個
師
団
限
定
は
兵
力
量
の
問
題
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
、
文
民
で
あ
る
後
藤
に
は
決
定
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
限
定
方
針
を
定
め
た
の
は
寺
内
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
寺
内
の
こ
の
二
個
師
団
限
定
方
針
は
、
出
兵
決
定
過
程
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
こ
の
こ
と
は
外
交
調
査
会
に
お
け
る
七
月
の
自
主
的

出
兵
派
形
成
の
過
程
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
七
月
以
前
、
伊
東
や
犬
養
毅
は
公
的
に
は
出
兵
支
持
の
立
場
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し

伊
東
は
七
月
一
〇
β
の
後
藤
の
訪
問
で
、
犬
養
は
七
月
一
二
日
の
伊
東
の
訪
問
で
各
々
自
主
的
出
兵
を
公
然
主
張
す
る
に
至
っ
た
。
自
主
的
出

兵
へ
の
彼
等
の
同
意
調
達
の
鍵
と
な
っ
た
の
は
二
個
師
団
限
定
方
針
で
あ
っ
た
。
後
藤
・
伊
東
会
談
で
は
、
出
兵
に
あ
た
り
ア
メ
リ
カ
以
上
の

兵
力
派
遣
・
指
揮
権
の
日
本
側
掌
握
を
ま
ず
主
張
し
た
伊
東
に
対
し
、
後
藤
は
更
に
出
兵
地
域
の
シ
ベ
リ
ア
へ
の
拡
大
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対

し
伊
東
は
、
そ
の
際
必
要
と
な
る
兵
力
を
尋
ね
た
が
、
後
藤
は
ウ
ラ
ジ
オ
・
シ
ベ
リ
ア
へ
各
一
個
師
団
、
増
援
が
必
要
と
な
る
場
合
で
も
最
大

限
二
個
師
団
と
限
定
方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
を
聞
き
伊
東
は
「
曾
テ
其
軍
事
専
門
家
力
誇
張
ス
ル
カ
如
キ
規
模
広
大
ナ
ル
出
兵
ハ
西
欄
干
亜
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

道
ノ
現
況
及
露
国
政
情
ノ
実
際
ヲ
参
酌
シ
テ
其
ノ
必
要
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
思
惟
ス
随
テ
予
冷
外
相
ノ
提
案
二
対
シ
同
意
ヲ
蓑
ス
」
と
後
藤
の
主
張

に
同
意
し
た
の
で
あ
っ
た
（
同
、
一
二
七
頁
、
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
）
。
七
月
一
二
日
今
度
は
伊
菓
が
犬
養
を
説
得
し
た
。
そ
れ
に
対
し
犬
養

は
「
米
国
ノ
提
議
二
対
シ
テ
ハ
応
諾
ノ
意
ヲ
表
ス
ヘ
ク
又
又
力
必
然
ノ
結
果
ト
シ
テ
西
比
利
亜
出
動
モ
亦
止
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ
ク
而
シ
テ
差

　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

向
キ
其
ノ
計
数
貴
説
ノ
如
ク
ナ
リ
ト
セ
ハ
敢
テ
過
大
ノ
用
兵
ト
云
フ
ヘ
キ
翼
下
ス
政
府
ヲ
シ
テ
決
意
ノ
通
り
実
行
セ
シ
ム
ル
ノ
外
ナ
シ
」
と
二

個
師
団
限
定
で
の
自
主
的
出
兵
方
針
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
（
同
、
一
二
八
頁
）
。
寺
内
の
決
定
し
た
二
個
師
団
限
定
方
針
を
鍵
に
、
寺
内
・
後

藤
－
伊
東
一
犬
養
と
い
う
自
主
的
出
兵
を
主
張
す
る
多
数
派
が
、
外
交
調
査
会
内
部
で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
二
個
師
団
限
定
方
針
は
七
月
の
自
主
的
出
兵
派
形
成
の
鍵
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
何
故
そ
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
得
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
に
よ
り
出
兵
の
国
力
に
も
た
ら
す
負
担
が
軽
く
な
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
犬
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養
の
動
向
よ
り
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
犬
養
は
か
っ
て
よ
り
「
少
々
の
兵
に
て
短
時
間
に
済
む
事
な
れ
ば
出
兵
も
可
な
ら
ざ
る
に
非
ら
ず
」

（
原
日
記
、
1
8
・
6
・
2
0
）
と
い
う
考
え
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
、
七
月
の
二
個
師
団
限
定
出
兵
に
つ
い
て
は
「
我
国
内
ノ
経
済
上
二
影
響
ヲ
及
ホ

ス
程
ノ
大
兵
ヲ
派
遣
ス
ル
訳
ニ
モ
非
ス
」
と
見
て
い
た
（
伊
東
、
一
五
〇
頁
）
。
　
二
個
師
団
限
定
方
針
で
の
出
兵
（
費
用
は
翌
年
一
月
ま
で
で
約

　
　
③
一
億
門
）
は
国
力
に
大
き
な
負
担
を
し
い
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
犬
養
の
自
主
的
出
兵
支
持
の
要
因
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
判
断
は
犬
養
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
　
「
一
二
師
団
ノ
出
兵
ノ
如
キ
ハ
面
素
〔
ヨ
〕
リ
簡
単
ナ
ル
問
題
」
（
同
、

一
四
二
頁
）
と
い
う
原
の
発
言
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
寺
内
も
こ
う
し
た
判
断
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
　
「
出
兵
の
厚
め
経
済
界
を
萎
微

せ
し
む
る
が
如
き
措
置
を
為
さ
当
る
」
つ
も
り
と
い
う
、
本
格
的
な
動
員
体
制
抜
き
で
出
兵
が
出
来
る
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
七
月
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

日
の
東
京
商
業
会
議
所
会
頭
へ
の
寺
内
の
避
雷
よ
り
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
う
し
た
判
断
を
な
し
得
る
二
個
師
団
限
定
方
針
を
立
て
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
に
よ
り
、
寺
内
は
経
済
的
依
存
性
の
闘
題
に
妨
げ
ら
れ
て
い
た
自
主
的
出
兵
へ
の
志
向
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
こ
の
方
針
に
よ
り
寺
内
が
対
露
軍
薯
侵
略
政
策
を
、
国
力
の
消
尽
を
避
け
な
が
ら
総
力
戦
政
策
の
展
開
を
図
ろ
う
と
い
う

彼
の
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
中
に
組
み
込
み
得
た
こ
と
を
湿
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
寺
内
の
七
月
の
「
自
主
的
出
兵
論
」
の
性
格
を
見
た
。
次
に
こ
う
し
た
寺
内
の
考
え
と
、
従
来
よ
り
の
一
貫
し
た
「
自
主
的
出
兵

論
」
老
で
あ
る
陸
軍
の
考
え
の
関
係
を
見
る
。
関
係
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
兵
力
問
題
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
ア
メ
リ
カ
の
提
議
を
受
け
て
陸
軍
は
七
月
＝
日
、
使
用
兵
力
の
限
定
に
反
対
す
る
意
見
を
政
府
に
送
り
、
続
く
一
二
日
、
ウ
ラ
ジ
オ
へ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

し
あ
た
り
ま
ず
一
個
師
団
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
陸
軍
は
さ
し
あ
た
り
は
、
小
規
模
の
派
兵
を
決
め
た
が
、
出
兵
し
た
以
上
は
、

ウ
ラ
ジ
オ
へ
一
個
師
団
、
シ
ベ
リ
ア
へ
は
三
～
五
個
師
団
が
「
結
局
出
動
ス
ル
ノ
北
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
ク
覚
悟
ヲ
要
ス
」
と
し
て
お
り
、

そ
の
計
画
は
最
大
限
十
三
個
師
団
、
費
用
は
七
個
師
団
派
遣
と
し
て
年
額
約
四
億
三
千
万
円
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
（
同
、
一
三
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
四
〇
頁
）
。
陸
軍
は
限
定
方
針
の
出
兵
を
突
破
口
と
し
て
自
ら
が
望
む
大
規
模
出
兵
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

対
し
寺
内
は
積
極
的
な
出
兵
拡
大
の
意
図
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
陸
軍
と
の
間
に
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
寺
内
の
二
個
師
団
限
定
方
針

14 （348）



原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
こ
う
し
た
陸
軍
の
大
規
模
出
兵
計
画
を
お
さ
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
第
一
期
と
等
し
く
こ
の
晴
も
、
寺
内
と
陸
軍
の
間
に
対
立
が
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
自
主
的
出
兵
と
し
て
の
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
の
決
定
過
程
を
検
討
し
、
そ
れ
を
通
し
て
寺
内
と
原
の
総
力
戦
構
想
の
違
い
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
外
交
調
査
会
内
に
限
定
出
兵
方
針
に
立
つ
「
自
主
的
出
兵
論
」
の
多
数
派
が
形
成
さ
れ
る
と
会
内
の
「
協
調
的
出
兵
論
」
者
は
原
と
牧
野
伸

顕
の
み
と
な
り
、
多
数
党
総
裁
原
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
出
兵
決
定
の
条
件
と
な
っ
た
。
し
か
し
原
は
依
然
そ
の
立
場
を
く
ず
さ
ず
「
自
主
的

出
兵
論
」
に
反
対
し
た
。

　
原
の
反
対
論
は
二
つ
の
理
由
か
ら
な
っ
て
い
た
。
一
つ
は
二
個
師
団
限
定
方
針
の
実
行
可
能
性
に
つ
い
て
の
懐
疑
で
あ
っ
た
。
七
月
一
三
日

伊
東
は
原
の
説
得
を
試
み
た
。
彼
は
「
春
来
野
々
耳
ニ
シ
タ
ル
カ
如
キ
規
模
広
大
ナ
ル
出
兵
計
画
二
非
ル
」
と
限
定
的
性
格
を
説
い
た
が
、
原

は
「
陸
軍
ハ
当
初
表
面
規
模
ノ
小
ナ
ル
ヲ
装
ヒ
後
二
至
リ
テ
漸
次
計
画
ヲ
増
大
ス
ル
釜
台
キ
手
段
ヲ
執
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
モ
料
ラ
レ
ス
其
ノ
辺
ハ

最
モ
警
戒
注
意
ヲ
要
ス
」
と
、
陸
軍
の
主
導
に
よ
る
出
兵
の
拡
大
を
危
惧
し
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
（
同
、
一
三
三
頁
）
。
翌
一
四
日
に
は
山
県

　
　
　
　
　
　
⑬

が
説
得
を
試
み
た
。
こ
の
時
原
は
、
日
本
の
軍
備
の
不
足
、
出
兵
よ
り
も
軍
備
充
実
の
急
務
を
語
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
山
県
は
「
今
回
の
出

兵
は
独
逸
と
戦
ふ
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
其
不
足
よ
り
生
ず
る
憂
慮
は
無
用
扁
と
、
出
兵
が
本
格
的
な
戦
争
に
な
ら
ず
限
定
的
な
も
の
に
終
わ
り
得

る
と
い
う
見
通
し
で
説
得
し
た
。
し
か
し
原
は
「
其
（
ド
イ
ツ
）
来
ら
ざ
る
を
侍
む
が
如
き
は
頗
る
危
険
」
と
国
際
情
勢
の
兇
通
し
よ
り
も
、

限
定
的
な
性
格
の
持
続
の
可
能
性
を
疑
い
、
自
主
的
出
兵
に
同
意
し
な
か
っ
た
（
原
日
記
）
。
し
か
し
こ
う
し
た
原
の
反
対
は
先
に
ひ
い
た
二
二

師
団
ノ
出
兵
ノ
如
キ
心
事
素
〔
ヨ
〕
リ
簡
単
ナ
ル
聞
題
し
と
い
う
言
葉
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
限
定
出
兵
自
体
に
対
す
る
反
対
で
は
な
く
、
そ
の

実
行
可
能
性
へ
の
疑
問
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
限
定
的
な
「
自
主
的
出
兵
論
」
者
と
同
一
の
論
理
の
中
に
あ
っ
た
。
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
寺
内
等
が
く
り
返
し
二
個
師
団
限
定
を
確
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
理
由
で
の
反
対
に
圃
逸
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
原
の
も
う
一
つ
の
反
紺
の
理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
の
意
向
無
視
自
体
に
対
す
る
反
対
で
あ
っ
た
。
原
は
本
来
、
出
兵
へ
の
志
向
を
持
っ
て
お
ら
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ず
、
七
月
の
出
兵
提
議
へ
の
同
意
も
そ
れ
が
「
日
米
将
来
提
携
の
端
緒
」
（
同
、
1
8
・
7
・
1
6
）
に
な
ろ
う
と
い
う
考
え
か
ら
の
み
な
さ
れ
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を
こ
え
る
出
兵
の
や
り
方
に
は
当
然
激
し
く
反
対
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
提
議
へ
の
寺
内
と
原
の
対
応
の
違
い
は
彼
等
の
対
米
観
の
相
違
に
基
づ
い
て
い
た
。
寺
内
は
「
米
国
は
鉄
道
等
を
占
領
し
て
其

勢
力
を
扶
植
す
る
の
虞
あ
り
、
今
に
於
て
之
が
処
置
を
な
さ
異
れ
ば
遂
に
大
兵
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
如
何
と
も
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
る
恐
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
」
（
同
、
！
8
．
7
．
1
5
）
と
原
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
を
何
よ
り
も
大
陸
政
策
上
の
競
争
者
と
し
て
把
え
て
い
た
。
　
従
っ
て
限
定
方

針
に
よ
り
経
済
的
依
存
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
以
上
、
寿
内
に
と
り
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し
て
の
自
主
的
出
兵
は
当
然
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ

た
。
一
方
、
原
は
ア
メ
リ
カ
を
国
際
政
治
上
の
長
期
的
な
協
力
者
と
し
て
事
え
て
お
り
（
同
、
1
7
・
1
2
・
6
、
1
8
・
7
・
1
4
）
、
出
兵
に
つ
い
て
の

経
済
的
依
存
の
問
題
の
解
決
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
意
向
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
出
兵
へ
の
対
応
の
中
で
明
ら
か
と
な
っ
た
寺
内
と
原
の
対
米
観
の
違
い
よ
り
、
1
に
お
い
て
は
そ
の
同
質
性
で
唄
え
た
彼
等
の
総
力
戦
構
想

の
異
質
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
大
戦
後
期
の
国
際
情
勢
は
、
駐
英
独
の
三
大
勢
力
の
対
立
を
基
軸
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
支
配
層
は
か
か
る
状
況
の
戦
後
へ
の
持
続

を
予
想
し
て
い
た
。
こ
の
予
想
の
下
、
日
本
の
と
る
べ
き
対
外
政
策
は
寺
内
に
お
い
て
は
、
出
兵
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
対
応
に
明
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
に
、
列
強
と
の
提
携
を
根
本
的
な
も
の
と
せ
ず
自
主
的
に
対
外
拡
張
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
自
主
方
針
は

「
欧
州
列
強
ハ
其
ノ
種
族
ヲ
同
シ
ク
シ
…
…
今
B
ノ
敵
国
ハ
必
ズ
シ
モ
百
代
ノ
敵
三
二
非
ス
シ
テ
、
平
和
克
服
後
篇
於
ケ
ル
握
手
交
歓
ハ
、
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ロ
今
日
ヨ
リ
想
像
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
」
と
い
う
白
人
諸
列
強
の
提
携
関
係
に
対
す
る
不
信
、
及
び
ア
ジ
ア
主
義
的
心
情
を
背
景
と
し
て
い
た
。
従

っ
て
戦
後
に
備
え
る
寺
内
の
総
力
戦
構
想
は
、
日
本
が
あ
く
ま
で
自
主
的
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
列
強
と
対
立
し
て
も
遂
行
す
べ
き
性
格
の
も

の
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
原
の
対
外
政
策
は
列
強
と
の
協
調
を
基
本
と
し
て
い
た
。
そ
の
政
策
は
大
戦
後
期
に
お
い
て
は
日
英
同
盟

に
加
え
る
に
隠
米
提
携
の
確
立
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
（
同
、
1
7
・
1
2
・
6
、
1
8
・
7
・
1
4
）
。
原
の
政
策
構
想
は
列
強
と
協
調
的
に
総
力
戦
政

策
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
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第
一
期
に
お
い
て
潜
在
的
で
あ
っ
た
寺
内
と
原
の
総
力
戦
構
想
に
お
け
る
自
主
性
と
協
調
性
の
対
立
は
、
七
月
に
お
い
て
顕
在
化
し
、
第
一

期
の
出
兵
反
対
派
は
分
裂
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
点
で
両
者
は
異
質
の
論
理
に
立
っ
て
お
り
妥
協
は
困
難
で
あ
っ
た
。
　
こ
こ
に
お
い
て
原
の

「
合
意
」
獲
得
の
た
め
に
伊
東
の
術
策
の
冴
え
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

2
　
出
兵
決
定
と
政
権
問
題

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

　
外
交
調
査
会
に
お
け
る
政
府
側
と
原
の
対
立
で
、
伊
東
は
表
面
で
は
ア
メ
リ
カ
の
提
議
に
応
ず
る
形
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
自
主
的
出
兵

を
意
味
す
る
妥
協
案
を
提
示
し
て
、
巧
み
に
原
の
「
合
意
」
を
と
り
つ
け
出
兵
を
可
能
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
重
大
な
役
割
を
は
た
し
た
伊
東

の
企
図
を
検
討
す
る
こ
と
で
出
兵
決
定
が
政
権
問
題
に
持
つ
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
伊
東
は
一
九
一
七
年
＝
月
初
旬
よ
り
出
兵
の
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
田
雨
蛙
や
本
野
外
相
の
出
兵
遂
行
論
を
裏
で
煽
動
し
て
い
た
が
、
七

月
ま
で
は
公
然
と
出
兵
支
持
の
立
場
を
う
ち
出
さ
な
か
っ
た
。
か
か
る
行
動
は
彼
の
出
兵
論
の
論
理
に
基
づ
い
て
い
た
。
伊
東
の
考
え
は
出
兵

を
「
連
合
与
国
井
米
国
ヲ
一
括
シ
テ
交
戦
列
強
ノ
協
調
発
議
二
基
キ
且
適
当
ナ
ル
出
動
区
域
二
於
テ
而
モ
米
国
ノ
物
資
援
助
ヲ
必
要
条
件
ト
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

テ
挙
国
一
致
ノ
下
二
決
行
」
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
一
、
列
国
協
調
、
就
中
ア
メ
リ
カ
の
同
意
、
二
、
挙
国
一
致
が
不
可
欠
の
条
件
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
。
伊
東
は
「
薬
禍
之
東
漸
二
対
す
る
よ
り
も
寧
ろ
米
倉
の
東
漸
二
対
し
防
衛
の
必
要
一
層
切
迫
致
居
候
」
と
考
え
て
い
た
が
、
物
資
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

助
の
必
要
に
現
わ
れ
る
経
済
的
依
存
性
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
寺
内
・
山
県
と
同
じ
「
協
調
的
出

や兵
論
」
に
立
っ
て
い
た
。
従
っ
て
伊
東
は
右
の
条
件
を
欠
い
た
第
一
期
の
出
兵
の
試
み
に
は
公
然
と
支
持
を
与
え
ず
、
七
月
に
な
っ
て
始
め
て

自
主
的
出
兵
支
持
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
伊
東
の
出
兵
決
定
で
の
積
極
的
行
動
は
、
単
に
政
策
的
動
機
か
ら
の
み
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
政
権
問
題
に
関
す
る
政
略
的
動
機

も
ま
た
存
在
し
て
い
た
。

　
こ
の
時
期
の
政
権
問
題
の
情
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
寺
内
内
閣
の
権
力
中
枢
は
、
官
僚
勢
力
主
流
派
の
山
県
閥
（
政
府
）
と
多
数
党
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政
友
会
（
与
党
）
の
提
携
を
基
軸
と
し
て
い
た
。
内
閣
成
立
期
に
お
い
て
は
こ
の
提
携
関
係
で
前
者
が
優
位
を
し
め
て
い
た
が
、
一
九
一
八
年

の
第
四
〇
議
会
以
降
、
政
友
会
の
比
重
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
四
月
以
降
、
寺
内
の
健
康
は
悪
化
し
、
後
継
内
閣
が
問
題

と
な
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
最
有
力
候
補
と
見
ら
れ
て
い
た
の
は
原
で
あ
り
、
政
友
会
（
政
党
〉
内
閣
成
立
の
可
能
性
は
大
き
な
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
伊
東
は
別
の
政
権
講
想
を
持
っ
て
い
た
。
彼
の
構
想
は
、
等
内
辞
職
の
場
合
「
現
内
閣
員
、
異
相
結
束
、
或
推
後
藤
男
、

為
後
任
可
也
、
或
迫
同
志
戴
之
、
亦
無
不
可
鉄
旗
亭
鮒
影
絵
要
在
継
承
現
閣
遂
行
戦
局
収
拾
之
大
策
」
（
田
日
記
㍉
1
8
・
4
・
2
4
）
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
伊
東
は
寺
内
内
閣
を
利
用
し
自
分
達
中
心
の
官
僚
内
閣
を
作
り
政
党
内
閣
の
出
現
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想

の
実
現
を
め
ざ
し
伊
東
や
後
藤
は
策
動
を
進
め
、
田
等
、
支
持
者
を
ふ
や
し
て
い
っ
た
（
同
、
1
8
・
4
・
2
4
／
2
5
、
5
・
6
、
原
日
記
、
1
8
・
4
・
1
8
）
。

　
な
お
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
伊
東
の
政
権
構
想
は
政
党
へ
の
官
僚
勢
力
の
反
発
で
あ
る
と
同
時
に
、
山
県
閥
・
政
友
会
提
携
へ
の
対

抗
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
寺
内
内
閣
期
、
伊
東
・
後
藤
・
犬
養
の
「
三
角
同
盟
」
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
伊
東
・
後
藤

は
山
県
閥
の
周
辺
に
位
置
す
る
官
僚
勢
力
の
傍
系
で
あ
っ
た
。
官
僚
・
政
党
両
勢
力
の
各
々
の
主
流
派
で
あ
る
山
県
閥
・
政
友
会
の
提
携
関
係

が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の
内
部
で
の
力
関
係
の
変
化
か
ら
相
互
間
の
政
権
の
移
動
は
あ
っ
て
も
、
外
部
の
伊
東
・
後
藤
に
政
権
が
回
る

可
能
性
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
寺
内
内
閣
後
期
、
彼
等
に
と
り
都
舎
の
よ
い
状
況
が
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
彼
等
が
高
い
政
治
的
位

置
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
藤
は
内
意
で
副
首
書
格
で
あ
り
、
伊
東
は
外
交
調
査
会
に
入
る
と
共
に
閣
内
に
田
逓
相
の
よ
う
な
親
し

い
人
物
を
持
っ
て
い
た
。
第
二
に
山
県
閥
が
後
継
難
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
寺
内
は
陸
軍
や
山
県
と
疎
遠
に
な
る
と
共
に
、
病
気
が
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

く
再
任
は
困
難
で
あ
り
、
寺
内
と
並
ぶ
有
力
者
、
平
田
東
助
も
そ
の
基
盤
で
あ
る
貴
族
院
の
山
県
系
勢
力
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
伊
東
・
後
藤
は
政
権
の
掌
握
を
め
ざ
し
た
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
彼
等
の
政
治
力
の
み
で
は
政
権
の
獲
得
は
困
難
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
打
ち
出
さ
れ
た
戦
略
が
、
現
在
の
寺
内
内
閣
を
利
用
し
政
局
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
い
う
先
の
痴
夢
で
あ
っ
た
。
彼
等
に
と
り

内
閣
の
存
続
が
ま
ず
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
閣
延
長
を
策
す
る
伊
東
は
そ
れ
に
出
兵
問
題
を
絡
ま
せ
て
い
っ
た
。
　
六
月
二
六
日
、
伊
東
は
田
と
以
下
の
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
（
田
日

18　（352）
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寵
）
。

　
　
　
一
　
関
東
露
出
兵
断
行
、
其
時
期
及
順
序
、
若
遭
遇
政
友
会
之
反
対
、
断
乎
揚
斥
之
、
可
塑
行
事
、

　
　
二
　
関
出
兵
問
題
、
対
外
交
調
査
会
処
置
之
事
、

　
　
三
　
対
支
那
政
策
之
実
行
、
可
伴
出
兵
断
行
事
、

　
　
四
　
内
閣
現
状
維
持
之
事
、
対
万
一
寺
内
欝
相
疾
病
不
堪
任
之
場
合
、
善
後
方
法
遺
事
、

　
　
談
論
之
要
、
在
此
際
於
現
内
閣
定
対
世
界
戦
之
大
策
、
併
任
戦
後
経
営
之
貴
務

　
こ
の
一
と
四
は
相
互
に
連
関
を
持
っ
て
い
た
。
原
が
出
兵
反
対
論
者
で
あ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
出
兵
の
実
現
に
は
現
内
閣
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
逆
に
戦
争
の
開
始
は
一
般
的
に
言
っ
て
政
府
の
存
続
に
有
利
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
七
月
の
ア
メ
リ
カ
の
出
兵
提
議
を
機
に
伊
東
は
そ
の
構
想
の
実
現
の
た
め
本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
。
先
に
あ
げ
た
七
月
一
〇
日
の
後
藤

と
の
会
談
で
伊
東
は
出
兵
決
定
に
向
け
て
の
自
分
の
戦
略
を
示
し
た
。

　
　
　
（
外
交
調
査
会
で
牧
野
は
蹟
兵
に
反
対
し
よ
う
）
原
君
ニ
シ
テ
モ
亦
現
内
閣
ヲ
シ
テ
出
兵
ノ
挙
二
士
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
政
友
会
ノ
喜
ハ
サ
ル
所
ナ
ル
ヲ
顧
慮

　
　
セ
ラ
ル
ヘ
キ
カ
故
三
果
シ
テ
之
二
対
シ
歓
迎
セ
ラ
ル
ヘ
キ
や
否
甚
疑
問
ナ
リ
然
レ
ト
モ
連
合
列
強
＃
米
国
ノ
態
度
二
顧
ミ
テ
今
回
ノ
米
国
提
議
二
応
諾
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
ヘ
キ
コ
ト
ハ
両
漕
ト
錐
モ
強
テ
反
対
セ
ラ
レ
サ
ル
ヘ
キ
モ
更
一
二
歩
ノ
進
メ
剛
比
利
雪
下
活
動
ス
ル
ノ
一
事
二
至
リ
テ
脚
光
ス
反
対
ヲ
予
輩
ラ
レ
ム
コ
ト

　
　
今
ヨ
リ
逆
賭
ス
ル
下
土
カ
ラ
ス
其
ノ
結
果
ハ
忽
チ
内
紛
ヲ
生
シ
挙
国
一
致
ハ
愚
力
一
般
ノ
人
気
ニ
モ
影
響
ス
ル
コ
ト
至
大
ナ
ル
ヘ
シ
惟
フ
ニ
西
比
利
亜
出

　
　
兵
ハ
一
旦
浦
潮
ユ
出
兵
シ
タ
ル
上
聞
必
然
起
ル
ヘ
キ
結
果
二
黒
ス
ル
理
学
二
先
ツ
米
国
ノ
提
議
二
応
諾
ス
ル
ヲ
以
テ
序
幕
ト
シ
其
ノ
発
展
ト
共
二
更
二
第

　
　
ニ
ノ
西
比
利
亜
出
動
二
移
ル
コ
ト
ト
セ
ハ
其
ノ
機
巨
霊
リ
政
党
側
モ
異
論
ヲ
挾
ム
壁
土
ナ
ク
中
外
ノ
形
勢
二
上
マ
ラ
ル
レ
ハ
政
府
ノ
方
針
二
随
従
ス
ル
ノ

　
　
外
ナ
カ
ル
ヘ
シ
彼
是
考
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
出
兵
問
題
二
付
テ
ハ
画
然
之
ヲ
浦
潮
ト
西
比
利
亜
ト
ノ
ニ
段
二
分
チ
刻
下
ノ
急
ト
シ
テ
一
先
ツ
前
段
ノ
浦
潮
出
兵

　
　
　
二
止
メ
置
ク
ヲ
可
ト
ス
（
伊
東
、
一
二
七
頁
）

　
伊
東
の
戦
略
の
要
は
、
原
の
反
対
を
お
さ
え
る
た
め
に
出
兵
を
二
段
階
に
分
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
段
階
で
は
ア
メ
リ
カ
の
提
議
に
応

じ
る
ウ
ラ
ジ
オ
へ
の
出
兵
を
行
な
い
、
そ
の
発
展
と
し
て
第
二
段
階
1
ー
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
に
進
も
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
出
兵

19　（353）



決
定
の
第
一
段
階
で
は
直
ち
に
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
ま
で
も
決
定
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
へ
の
拡
大
の
余
地
を
残
す
の
み
で
十
分
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
こ
の
自
主
的
出
兵
実
現
の
た
め
の
戦
略
は
、
岡
時
に
政
友
会
封
じ
込
め
現
内
閣
維
持
の
た
め
の
戦
略
で
も
あ
っ
た
。
第
一
段
階
の
発
展
と
し

て
第
二
段
階
に
進
む
な
ら
ば
「
其
ノ
機
二
到
リ
政
党
側
モ
異
論
ヲ
挾
ム
ロ
実
ナ
ク
中
外
ノ
形
勢
絶
望
マ
ラ
ル
レ
ハ
政
府
ノ
方
針
二
随
従
ス
ル
ノ

外
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
伊
東
は
考
え
て
い
た
。
出
兵
の
展
開
、
そ
れ
自
体
が
生
み
達
す
「
中
外
ノ
形
勢
」
に
よ
り
政
友
会
を
政
府
の
方
針
に
追
随

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
伊
東
は
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
最
大
の
政
治
問
題
で
従
来
反
対
し
て
い
た
政
府
の
政
策
に
追
随
す
る
こ
と
が

余
儀
な
く
さ
れ
る
以
上
、
政
友
会
の
政
権
獲
得
は
困
難
と
な
り
、
原
は
内
閣
の
持
続
を
も
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
と
伊
東
は
考
え

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
戦
略
で
重
要
な
こ
と
は
第
一
段
階
の
出
兵
に
対
す
る
政
友
会
の
「
合
意
」
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
伊
東
が
表
面
的
な
も
の
に
せ
よ
政
友
会

の
「
合
意
」
を
必
要
と
し
て
そ
れ
を
欠
い
た
強
引
な
出
兵
決
定
に
反
対
し
た
の
は
、
政
友
会
の
反
対
し
て
の
出
兵
で
は
「
忽
チ
内
紛
ヲ
生
シ
挙

国
一
致
一
宇
力
一
般
ノ
人
気
ニ
モ
影
響
ス
ル
コ
ト
至
大
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
伊
東
の
戦
略
に
お
い
て
二
等
ノ
人
気
」
一
民
衆
意
識
の

戦
時
化
は
、
不
可
欠
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
伊
菓
が
政
友
会
に
政
府
へ
の
追
随
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
「
中

外
ノ
形
勢
」
の
要
に
民
衆
の
戦
時
意
識
化
を
見
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
伊
東
は
民
衆
の
戦
時
意
識
化
が
達
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、

政
友
会
を
出
兵
拡
大
に
追
随
さ
せ
得
る
と
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
友
会
封
じ
込
め
の
意
図
を
含
む
自
主
的
出
兵
派
の
動
き
に
対
し
て
、
政
友
会
の
意
見
は
必
ず
し
も
原
の
反
対
論
に
統
一
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
幹
事
長
横
田
千
之
助
の
よ
う
な
「
自
主
的
出
兵
論
」
者
も
ま
た
存
在
し
て
い
た
。
横
田
は
三
月
よ
り
出
兵
支
持
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

立
場
に
立
ち
、
政
府
と
の
接
近
を
図
っ
て
い
た
が
、
七
月
の
出
兵
問
題
に
つ
い
て
の
政
友
会
の
態
度
を
決
め
る
七
月
一
五
日
の
領
袖
会
で
も
自

主
的
出
兵
支
持
を
主
張
し
て
い
た
。
彼
の
主
張
の
背
後
に
は
「
政
府
案
に
反
対
す
る
も
政
府
は
出
兵
す
べ
し
、
世
人
は
真
相
を
解
せ
ざ
れ
ば
我

党
孤
立
の
境
遇
に
立
つ
べ
し
」
（
原
日
記
、
1
8
・
7
・
1
5
）
と
い
う
民
衆
の
戦
時
意
識
の
中
で
政
友
会
が
孤
立
す
る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
存
在
し
て
い 20 （354）
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た
。
出
兵
を
積
極
的
に
支
持
す
る
こ
と
で
こ
の
危
険
を
避
け
よ
う
と
い
う
の
が
横
田
の
考
え
で
あ
り
、
伊
東
の
戦
略
と
裏
表
の
関
係
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
考
え
は
「
国
家
の
大
事
に
は
党
の
利
益
を
顧
慮
す
る
の
暇
な
し
」
と
、
自
主
的
出
兵
強
行
の
場
合
は
、
外
交
調
査
会
辞
職
、
政
府
と
の

断
絶
を
覚
悟
し
た
原
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
（
同
）
。
寺
内
の
自
主
的
出
兵
方
針
と
原
の
反
対
論
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
対
決
す
る
な
ら
ば
、
提
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
係
の
断
絶
、
　
「
提
携
体
制
」
の
崩
壊
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
し
か
し
伊
東
は
外
交
調
査
会
で
自
主
的
出
兵
を
協
調
的
出
兵
と
偽
装
し
、
分
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
回
避
し
つ
つ
巧
み
に
原
の
「
合
意
」
を
と
り
つ
け
た
。
彼
の
戦
略
の
第
一
段
階
は
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
検
討
し
た
畠
兵
決
定
の
意
味
に
つ
い
て
要
約
す
る
。
第
一
に
総
力
戦
政
策
史
の
視
点
よ
り
見
れ
ば
、
寺
内
を
中
心
と
す
る
七
月
の
自
主

的
出
兵
派
の
線
で
出
兵
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
出
兵
が
戦
時
型
総
力
戦
構
想
で
は
な
く
、
限
定
出
兵
方
針
に
よ
り
、
膨
大
な
資
財
の
消
尽

を
さ
け
る
平
時
型
総
力
戦
構
想
に
包
摂
さ
れ
た
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
陸
軍
は
自
主
的
出
兵
を
実
現
す
る
と
い
う

点
で
は
寺
内
と
一
致
し
て
い
た
が
、
そ
の
兵
力
に
お
い
て
は
大
規
模
な
も
の
を
望
ん
で
お
り
、
寺
内
と
の
間
に
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た

出
兵
を
め
ぐ
る
寺
内
と
原
の
対
立
は
、
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
内
部
で
の
自
主
方
針
と
協
調
方
針
の
対
立
を
意
味
し
て
お
り
、
出
兵
の
決
定
は

七
月
に
お
け
る
前
者
の
勝
利
を
示
し
て
い
た
。
第
二
に
政
権
問
題
の
視
点
よ
り
見
れ
ば
、
出
兵
決
定
は
、
伊
東
の
官
僚
内
閣
維
持
構
想
の
一
環

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
一
九
一
入
年
七
月
一
一
五
日
付
外
相
宛
石
井
電
報
、
『
外
文
』
丁
7
一
一
、
九
三
　
　
　
　
③
　
「
西
由
利
亜
出
兵
二
要
ス
ル
経
費
支
弁
二
関
ス
ル
件
」
（
1
8
・
8
・
6
〔
『
公
文

　
　
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
聚
』
大
正
七
年
、
国
立
公
文
書
館
蔵
〕
）
。

　
②
七
月
二
〇
日
、
山
県
は
原
に
兵
力
量
の
決
定
者
は
寺
内
で
あ
る
と
以
下
の
よ
う
　

④
高
橋
義
雄
『
万
象
録
抄
瞼
（
憲
政
資
料
室
蔵
）
。

に
語
っ
て
い
る
（
原
日
記
）
。

　
今
回
詰
開
へ
の
回
答
案
、
最
初
外
務
省
に
て
は
多
数
に
出
兵
す
る
意
向
な
り
し

　
も
、
後
藤
は
之
を
節
減
し
（
如
何
な
る
点
か
一
原
文
）
、
而
し
て
之
を
寺
内
に

　
諮
り
た
る
に
、
寿
内
は
更
に
之
に
追
加
し
た
る
も
の
な
り
と
聞
く
。

な
お
山
県
は
こ
こ
で
寺
内
が
兵
力
量
を
追
加
し
た
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
話
し
て

い
る
が
、
本
稿
の
視
点
よ
り
す
れ
ば
、
そ
れ
も
兵
力
限
定
と
い
う
前
提
の
中
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
璽
要
と
な
る
。

⑤
　
こ
う
し
た
限
定
出
兵
方
針
の
採
用
が
可
能
と
な
っ
た
背
後
に
は
、
後
で
ひ
く
山

　
県
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
出
兵
が
ド
イ
ツ
と
の
本
格
的
な
戦
争
を
招
く
も

　
の
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
、
三
月
段
階
と
は
異
な
る
国
際
情
勢
把
握
が
存
在

　
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑥
⑦
　
『
出
兵
史
』
上
、
二
四
頁
。

⑧
陸
軍
の
大
規
模
な
出
兵
計
画
は
、
エ
カ
で
は
相
手
側
の
戦
力
（
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

　
キ
に
独
填
軍
補
虜
を
そ
れ
と
考
え
て
い
た
）
に
対
す
る
過
大
評
価
（
正
規
戦
で
の
）
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の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、
参
謀
本
部
第
一
部
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
占
領

　
を
も
園
難
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
沢
田
茂
『
参
謀
次
長
沢
田
茂
購
想
録
駈
．
芙

　
藤
～
書
房
・
一
九
八
二
、
二
六
〇
頁
）
。

⑨
「
（
原
は
寺
内
を
訪
問
）
彼
（
寺
内
V
は
米
国
よ
り
出
兵
の
提
議
を
受
け
た
る

　
に
付
、
浦
塩
の
出
兵
を
諾
し
且
つ
西
伯
利
亜
に
一
個
師
団
出
す
丈
け
の
考
え
な
り

　
し
も
、
極
々
赴
上
の
問
題
と
な
り
し
事
情
を
物
語
る
に
付
、
余
も
：
：
：
君
は
最
初

　
よ
り
右
様
の
考
な
り
し
な
ら
ん
も
陸
軍
辺
に
は
別
に
企
も
あ
り
て
、
世
論
を
引
出

　
し
た
る
様
な
り
と
其
事
情
を
話
せ
し
に
、
山
守
内
も
陸
軍
に
て
繊
兵
と
聞
き
兼
て
の

　
希
望
を
達
し
得
べ
し
と
速
断
し
て
世
上
を
騒
し
た
る
急
な
ら
ん
と
思
ふ
と
云
へ

　
り
」
（
原
日
記
、
1
8
・
8
・
4
）
。

⑩
　
　
「
（
伊
東
談
）
今
回
米
濁
の
提
案
に
付
、
政
府
は
初
め
よ
り
大
規
模
の
出
兵
な

　
ら
ざ
り
し
様
に
弁
明
せ
し
も
、
段
々
余
の
説
を
聞
き
て
陸
軍
側
な
ど
は
大
に
な
す

　
あ
る
積
に
て
、
寧
ろ
寺
内
は
之
を
押
へ
た
る
や
に
も
思
は
る
と
て
、
大
規
模
（
差

　
向
は
三
閥
師
団
－
原
文
）
の
郷
軍
計
画
全
く
之
な
き
に
葬
ら
ざ
り
し
様
に
も
云
へ

　
り
」
（
同
、
1
8
・
7
・
2
7
）
。

⑪
山
県
の
こ
の
時
の
出
兵
論
は
、
次
に
ひ
く
戦
争
の
大
規
模
化
を
予
想
し
な
い
彼

　
の
発
言
よ
り
見
て
、
寺
内
と
等
し
く
限
定
出
兵
方
針
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思

　
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
山
県
が
実
際
の
出
兵
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
日
本
が
単
独

　
で
そ
れ
を
領
導
す
る
こ
と
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
対
応
を
と
っ
た
こ
と
よ
り
も
推

　
測
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
す
な
わ
ち
一
九
一
八
年
八
月
二
九
日
、
山
県
は
陸
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ケ
オ
キ

　
及
び
田
中
に
以
下
の
よ
う
に
旧
き
送
っ
た
。
　
「
老
生
ハ
将
来
の
利
害
ハ
橡
概
チ
エ

　
ッ
ク
ノ
援
助
と
て
「
チ
タ
」
マ
デ
米
国
兵
一
手
二
言
候
テ
前
進
の
貴
任
ヲ
持
せ
た

　
れ
ハ
実
際
用
兵
の
情
態
分
明
可
致
ト
補
診
余
り
踏
込
我
≧
の
嚇
宜
任
ハ
却
而
不
可
然
…

　
欽
二
想
察
被
曝
候
如
何
」
（
『
田
中
義
一
関
係
文
書
』
・
山
口
県
文
書
垂
準
）
。

⑫
出
兵
決
定
過
程
に
お
い
て
、
陸
軍
の
出
兵
計
画
へ
の
制
限
・
統
帥
権
独
立
へ
の

　
翻
肘
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
雨
宮
前
掲
論
文
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
岡
論
文
に
も
不
十
分
な
点
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
政
党
・
外
交
調
査

会
の
陸
軍
制
肘
は
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
と
陸
軍
の
対
抗
の
側
面
に
つ
い
て

　
は
閑
却
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
統
帥
権
独
立
と
深
く
関
係
す
る
兵
力
量
に
つ
い

　
て
七
爆
一
七
日
の
外
交
調
査
会
で
は
、
原
の
大
規
模
出
兵
へ
の
危
惧
を
消
す
た
め

　
に
、
二
個
師
団
限
定
方
針
が
寺
内
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
本
文
で
述
べ
た

　
よ
う
に
二
個
師
団
限
定
方
針
は
、
こ
れ
以
前
に
概
に
鍔
際
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
お

　
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
の
外
交
調
査
会
で
の
原
の
抵
抗
も
、
決
定
の
内
容
自
体
に

　
つ
い
て
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
か
っ
た
。
限
定
方
針
に
当
初
よ
り
た
っ
て
い
た

　
犬
養
は
七
月
一
七
日
掛
日
記
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
。
　
「
両
日
ノ
会
（
外
交
調

　
査
会
）
ニ
テ
三
業
ノ
無
意
味
ノ
言
行
二
呆
レ
タ
リ
新
聞
ニ
ハ
政
友
会
が
勝
て
り
ト

　
吹
聴
す
れ
と
（
当
時
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
原
の
抵
抗
で
兵
力
が
制
限
さ
れ
た
と
報

　
じ
て
い
た
）
其
実
ハ
実
質
に
ハ
毫
末
の
変
化
な
し
」
（
鷲
尾
義
遣
『
犬
養
木
堂
伝
』

　
中
↓
九
三
九
、
三
八
九
頁
）
。

⑭
　
大
戦
閉
始
と
共
に
寺
内
の
ア
メ
ジ
カ
へ
の
対
立
意
識
は
強
い
も
の
と
な
っ
て
い

　
た
（
山
本
四
郎
編
『
寺
内
正
毅
日
記
』
・
京
都
女
子
大
学
二
九
八
○
、
1
4
・
8
・

　
・
9
）
。

⑭
寺
内
の
対
外
政
策
の
志
向
が
窮
極
的
に
は
列
強
に
対
す
る
自
主
性
に
あ
る
こ
と

　
は
、
対
中
政
策
に
つ
い
て
も
確
認
出
来
る
。
寺
内
は
内
閣
成
立
時
に
お
い
て
列
強

　
協
調
を
重
視
し
て
い
た
が
、
一
九
一
入
髪
五
月
以
降
、
そ
れ
は
無
視
さ
れ
る
こ
と

　
に
な
っ
た
（
拙
稿
「
寺
内
内
閣
期
の
致
治
体
制
」
輪
蜥
二
章
第
二
節
）
。

⑮
寺
内
「
欧
州
出
兵
可
否
論
」
（
『
寺
内
文
書
』
四
季
一
1
1
0
⇔
）
。

⑯
「
（
満
州
の
治
安
は
中
華
に
代
り
日
本
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
）
徐
二
亜
細
亜

　
モ
ン
ロ
ー
主
義
之
実
行
可
然
乎
ト
（
日
置
公
使
に
）
申
置
候
今
臼
ノ
戦
争
ハ
人
種

撃
之
・
轟
亜
人
・
・
見
・
爺
蘇
教
論
人
翼
教
導
講
〃
癖
ノ
戦
争

　
二
有
之
候
間
我
等
ハ
強
テ
欧
米
人
二
対
シ
南
夷
論
ハ
不
致
候
森
羅
或
ル
点
迄
ハ
亜

　
細
亜
ハ
亜
人
ノ
支
配
二
可
応
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
欧
州
人
偏
知
ラ
シ
ム
ル
モ
一
見
識

　
ト
存
申
候
（
一
九
一
四
年
八
月
二
二
日
付
明
石
元
二
郎
宛
寺
内
書
簡
〔
『
明
石
元

　
二
郎
関
係
文
書
』
．
憲
政
資
料
室
蔵
〕
。
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⑰
　
　
「
夜
訪
伊
爽
子
、
寛
話
時
局
趨
勢
而
帰
、
其
主
眼
、
在
早
晩
露
領
菓
甲
西
比
利

　
亜
若
蘭
領
印
度
占
領
之
画
策
」
（
田
日
記
、
1
7
．
1
1
．
1
0
）
。

⑱
田
日
記
、
1
8
．
6
・
2
6
（
後
で
引
用
Y
原
日
記
、
1
7
・
1
2
．
2
1
。

⑲
　
本
野
外
相
意
見
勲
国
へ
の
批
判
文
（
『
後
藤
新
平
関
係
文
書
』
2
7
1
2
3
、
有
信
堂

　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
伊
東
の
も
の
と
推
定
で
き
る
）
。

⑳
　
｝
九
一
八
年
五
月
一
〇
日
付
後
藤
宛
伊
東
書
簡
（
同
右
、
3
4
－
8
）
。

⑳
　
以
上
、
拙
稿
「
寺
内
内
閣
期
の
政
治
体
制
」
、
参
照
。

⑫
　
こ
う
し
た
作
用
の
実
例
は
、
政
党
内
閣
を
め
ざ
し
内
閣
改
造
を
主
張
し
て
い
た

　
三
浦
梧
楼
が
、
賜
兵
不
可
避
論
を
と
る
と
共
に
、
以
下
の
態
度
に
転
じ
た
こ
と
に

　
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
三
浦
子
、
曾
持
内
閣
改
造
之
意
見
、
近
時
、
及
見
東
露
出
兵
之
不
得
止
、
感
現

　
内
閣
持
続
之
必
要
、
将
説
加
藤
高
明
子
、
使
賛
成
之
（
田
日
記
、
1
8
・
7
・
2
）
。

㊥
　
「
横
田
千
之
助
来
訪
…
－
氏
日
、
政
友
会
難
如
表
面
傾
（
出
兵
）
尚
早
論
、
其

　
実
在
裏
面
、
唱
懲
兵
必
要
者
、
寧
占
多
数
、
原
総
裁
、
野
田
総
務
等
、
能
解
其
真

　
情
無
誤
方
向
之
虞
」
（
田
日
記
、
1
8
・
3
・
1
1
）
と
あ
る
よ
う
に
、
横
田
は
田
に

　
誤
っ
た
構
報
を
伝
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
の
出
兵
支
持
の
心
向
の
反
映
と
言
え

　
よ
う
。

⑭
　
こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
本
章
註
⑳
の
拙
稿
の
は
じ
め
に
、
参
照
。
な
お
出
兵
決

　
定
過
程
の
「
提
携
体
制
」
に
対
し
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
拙
稿
の
第

　
三
章
第
二
節
、
参
照
。

⑮
　
こ
の
具
体
的
過
程
に
つ
い
て
は
、
細
谷
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
史
的
研
究
』
第
六

章
、
参
照
。

原
内
閣
成
立
と
陸
軍

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

　
七
月
に
お
い
て
出
兵
は
、
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
枠
の
中
で
、
官
僚
内
閣
維
持
の
意
図
を
含
み
つ
つ
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
【
度
、
現
実
に

出
兵
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
決
定
時
の
こ
う
し
た
位
置
づ
け
・
意
図
が
実
現
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
出
兵
の
実
施
過
程
に
つ
い
て
の
独
自

の
分
析
が
必
要
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

　
寺
内
内
閣
が
出
兵
宣
雷
を
行
な
っ
た
八
月
二
日
の
直
後
よ
り
米
騒
動
が
全
国
化
し
、
内
閣
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
政
変
は
必
至
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
出
兵
の
実
施
過
程
と
政
変
の
過
程
は
平
行
し
て
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
本
章
は
、
米
騒
動
以
後
、
原
内
閣
成
立
に
当
る
ま
で
の
政
治

過
程
を
、
政
権
問
題
と
出
兵
問
題
の
相
互
連
関
を
中
心
に
分
析
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
原
内
閣
成
立
の
総
力
戦
政
策
史
上
に
お
け
る
意
味
を
明
ら

か
に
す
る
。
こ
の
分
析
に
お
い
て
主
対
象
に
す
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
陸
軍
の
動
向
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
出
兵
の
性
格
決
定
に
つ

い
て
は
、
そ
の
現
実
の
担
当
老
で
あ
る
陸
軍
の
動
向
が
趣
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
陸
軍
を
政
治
的
に
如
何
に
包
摂

す
る
か
は
」
般
的
に
政
権
の
安
定
に
と
り
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
陸
軍
が
藩
閥
的
統
制
か
ら
自
立
傾
向
を
強
め
る
と
共
に
、
出
兵
一
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戦
争
が
現
実
に
遂
行
さ
れ
る
こ
の
時
期
、
そ
の
問
題
は
従
来
よ
り
一
層
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
七
月
の
出
兵
決
定
過
程
で
陸
軍
は
政
府
に
強
い
不
満
を
持
っ
た
。
そ
の
不
満
は
直
接
に
は
決
定
過
程
で
の
政
府
の
対
応
の
不
満
（
決
定
の
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

延
・
外
交
調
査
会
の
統
帥
事
項
関
与
）
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
一
九
一
八
年
度
予
算
編
成
で
の
軍
拡
抑
制
へ
の
不

満
・
兵
力
量
に
つ
い
て
の
寺
内
と
の
対
立
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
七
月
下
旬
、
上
原
参
謀
総
長
は
辞
任
を
申
し
出
る
が
、
そ
れ
は
兵

力
量
を
め
ぐ
る
寺
内
と
の
対
立
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
（
原
日
記
、
1
8
・
7
・
2
7
）
。
上
原
の
碧
雲
は
強
く
、
山
県
や
天
皇
の
権
威
も
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
よ
う
や
く
辞
意
を
撤
回
さ
せ
得
た
程
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
政
府
に
不
満
を
持
つ
陸
軍
は
、
米
騒
動
勃
発
後
、
直
ち
に
政
府
を
見
限
り
寺
内
に
辞
任
を
勧
め
る
に
至
っ
た
。
八
月
初
旬
、
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

申
参
謀
次
長
と
政
友
会
の
小
泉
策
太
郎
は
会
見
し
た
が
、
そ
の
様
子
を
小
泉
は
以
下
の
よ
う
に
原
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
参
謀
本
部
側
の
現
政
府
二
対
す
る
不
平
不
満
は
外
間
の
想
像
以
上
に
し
て
、
田
中
氏
の
如
き
も
一
二
局
面
転
換
を
時
務
の
急
と
な
し
、
首
相
に
対
し
て
は

　
　
頻
り
二
落
馬
の
時
機
を
誤
ら
ざ
ら
ん
事
を
課
言
せ
る
や
に
御
座
候
。

　
そ
し
て
陸
軍
は
後
継
首
相
に
原
を
望
み
そ
の
た
め
の
工
作
を
山
県
に
対
し
て
行
な
っ
た
。
八
月
二
〇
日
付
の
原
宛
書
簡
で
政
友
会
代
議
士
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

福
井
三
郎
は
「
軍
閥
方
面
」
の
意
向
を
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
今
後
の
出
兵
は
内
々
如
何
な
る
支
障
あ
る
も
最
早
駕
し
て
猶
予
し
か
た
し
。
攣
れ
に
付
て
は
先
決
問
題
と
し
て
之
を
老
劃
せ
る
寺
内
二
軍
て
決
行
せ
ん
事

　
　
至
難
の
事
二
属
す
。
さ
れ
は
国
論
を
統
一
す
る
上
に
於
て
我
々
自
ら
襟
度
を
開
き
原
と
肝
胆
を
照
ら
し
て
此
大
問
題
を
処
す
る
の
外
な
し
。
原
と
難
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
局
に
当
れ
ば
寺
内
二
優
る
万
々
な
り
。
我
等
は
之
を
以
て
先
つ
山
県
元
帥
の
諒
解
を
求
め
さ
る
へ
か
ら
す
。
出
兵
の
前
程
は
実
二
此
先
決
問
題
を
決
す
る

　
　
二
在
り
。
山
公
も
ま
た
寿
内
の
ぼ
け
た
る
を
知
る
と
同
時
二
我
々
の
主
張
牛
耳
を
貸
し
来
れ
り
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
則
県
へ
の
工
作
を
進
め
る
と
同
時
に
、
陸
軍
は
原
へ
の
接
近
を
試
み
た
。
先
の
小
泉
と
の
接
触
も
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
陸
軍
は
米
騒
動
以
後
、
直
ち
に
寺
内
退
陣
、
原
政
権
樹
立
に
向
け
て
の
動
き
を
と
っ
た
。
陸
軍
の
こ
う
し
た
行
動
は
、
山
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

閥
の
中
で
最
も
先
駆
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
政
変
に
つ
い
て
の
陸
軍
の
判
断
の
的
確
さ
は
、
政
変
の
過
程
、
寺
内
・
山
県
の
意
思
決
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定
に
あ
た
っ
て
の
陸
軍
の
役
割
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
で
は
陸
軍
は
原
内
閣
に
何
を
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
の
福
井
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
そ
れ
は
何
よ
り
も
出
兵
遂
行
の
た
め
に
「
国
論
を

統
＝
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
出
兵
決
定
と
共
に
陸
軍
は
本
来
の
意
図
で
あ
る
出
兵
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
た
。
大
谷
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
官
が
参
謀
本
部
に
送
っ
た
、

軍
事
的
必
要
の
名
の
下
の
第
＝
一
師
団
（
ウ
ラ
ジ
オ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
師
団
）
残
部
の
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
、
及
び
ザ
バ
イ
カ
ル
方
面
へ
の
五
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

師
団
派
遣
の
要
請
を
八
月
二
〇
日
陸
相
は
閣
議
で
報
告
し
た
。
ザ
バ
イ
カ
ル
方
面
へ
の
派
兵
（
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
）
と
出
兵
規
模
の
二
個
師

団
ま
で
の
拡
大
は
寺
内
の
既
定
方
針
で
あ
っ
た
が
、
陸
軍
は
そ
れ
を
上
回
る
派
兵
を
望
み
、
そ
の
方
針
を
の
り
こ
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
八
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
の
ク
ラ
エ
フ
ス
キ
i
附
近
の
戦
闘
以
降
、
拡
大
の
名
目
と
し
て
の
派
遣
軍
全
滅
の
「
危
機
」
は
、
陸
軍

の
目
か
ら
見
て
も
主
張
し
難
く
な
っ
た
。
そ
し
て
九
月
一
〇
目
迄
に
は
出
兵
の
名
目
で
あ
る
チ
ェ
コ
軍
救
援
も
達
成
さ
れ
、
新
し
い
軍
事
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
方
針
が
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
時
期
、
陸
軍
の
出
兵
自
体
の
目
標
は
、
極
東
露
領
を
ホ
ル
ワ
ッ
ト
等
の
偲
侃
政
権
に
よ
り
独
立
自
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

州
化
し
、
日
本
の
勢
力
圏
に
組
み
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
標
達
成
を
め
ぐ
っ
て
陸
軍
内
に
は
二
つ
の
意
見
が
あ
っ
た
。
一
つ

は
こ
の
時
英
仏
が
行
な
っ
て
い
た
要
請
に
応
じ
て
塒
兵
地
域
を
西
部
シ
ベ
リ
ア
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
他
は
出
兵
地
域
を
東
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

シ
ベ
リ
ア
に
と
ど
め
偲
傭
政
権
強
化
に
力
を
集
中
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
中
心
は
宇
垣
参
謀
本
部
第
一
部
長
で
、
後
者
は
田

　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

中
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
秋
の
欧
州
出
兵
問
題
の
時
の
対
立
の
復
活
と
も
言
え
る
こ
の
対
立
で
、
今
回
は
前
者
の
意
見
が
通
っ
た
。
九
月
二

〇
日
、
参
謀
本
部
は
西
部
シ
ベ
リ
ア
出
兵
計
画
で
あ
る
「
東
欧
新
戦
線
構
成
二
関
ス
ル
研
究
」
を
作
成
し
、
政
府
へ
の
提
出
を
求
め
陸
軍
省
に

　
　
　
⑭

回
付
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
西
部
戦
線
は
停
滞
状
態
に
あ
り
、
大
戦
の
帰
趨
は
東
部
戦
線
で
決
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
の
下
に
、
西

部
シ
ベ
リ
ア
に
出
兵
し
て
ド
イ
ツ
に
決
定
的
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
「
英
仏
其
他
ノ
国
難
ヲ
救
済
シ
テ
以
テ
彼
等
ヲ
シ
テ
東
亜
ノ
局
面
二

二
テ
ハ
我
欲
ス
ル
所
二
適
従
ス
ル
ノ
余
儀
ナ
キ
ニ
至
ラ
シ
メ
」
、
日
本
の
極
東
露
領
勢
力
圏
化
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
計

画
の
規
模
は
純
作
戦
軍
の
み
で
も
最
低
、
全
常
設
師
団
と
い
う
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
、
か
つ
て
の
欧
州
出
兵
計
画
の
再
来
で
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あ
り
、
七
月
の
陸
軍
の
出
兵
拡
大
の
意
図
を
九
月
以
降
の
状
況
の
中
で
一
層
拡
大
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
大
規
模
な
出
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
、
米
騒
動
以
後
の
状
況
の
中
で
な
し
得
る
強
力
な
内
閣
を
作
る
こ
と
が
、
政
権
問
題
に
つ
い
て
の
陸
軍
の
動
向
の
主
要
動
機
で
あ
っ
た
。

　
陸
軍
は
強
力
な
内
閣
を
原
に
期
待
し
、
前
述
の
よ
う
に
山
県
に
工
作
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
何
故
、
陸
軍
は
そ
れ
を
原
に
期
待
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
原
が
自
主
的
出
兵
に
強
硬
に
反
対
し
て
い
た
事
は
周
知
の
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
危
懊
も
陸
軍
内
に
存
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
陸

軍
が
強
力
内
閣
を
原
に
期
待
し
た
の
は
、
選
択
の
余
地
が
他
に
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
何
故
、
陸
軍
は
こ
う
し
た
選
択
を
し
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
米
騒
動
以
後
に
お
い
て
原
以
外
に
「
国
論
を
統
一
」

し
得
る
強
力
な
内
閣
を
組
織
で
き
る
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
官
僚
内
閣
の
存
続
・
再
登
場
が
不
可
能
で
、
原
政
党
内
閣
が

不
可
避
で
あ
っ
た
理
由
は
第
一
に
、
第
四
〇
議
会
以
後
、
山
県
閥
の
政
治
力
は
衰
退
を
見
せ
、
後
継
難
に
陥
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
に

そ
し
て
よ
り
決
定
的
に
は
、
米
騒
動
及
び
そ
れ
に
続
く
超
然
内
閣
批
判
の
世
論
の
高
揚
、
民
衆
勢
力
の
再
活
性
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

原
内
閣
成
立
が
不
可
避
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
樹
立
に
積
極
的
に
協
力
し
、
原
と
の
提
携
を
求
め
る
こ
と
が
陸
軍
に
と
っ
て
得
策
と
な
る
。
そ

れ
は
原
に
協
力
す
る
こ
と
で
自
ら
の
要
求
を
彼
に
実
現
さ
せ
る
と
い
う
積
極
的
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
陸
軍
の
中
心
勢
力
の
延
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
図
る
と
い
う
消
極
的
理
由
か
ら
も
望
ま
し
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
米
騒
動
後
の
民
衆
勢
力
の
再
活
性
化
を
前
提
と
す
る
限
り
、
陸
軍
の
選
択
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
出
兵
に
よ

り
民
衆
意
識
の
戦
時
化
を
図
り
民
衆
運
動
を
沈
静
化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
、
即
ち
前
提
自
身
を
変
え
得
る
と
い
う
見
通
し
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
算
が
内
閣
延
命
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
、
出
兵
開
始
に
よ
る
民
衆
の
戦
時
意
識
の
喚
起
は
、
出
兵
宣
言
の
直
後
に
米

騒
動
が
全
国
化
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
米
騒
動
以
後
に
お
い
て
も
出
兵
規
模
を
拡
大
す
る
な
ら
ば
戦

時
意
識
化
を
な
し
得
る
と
い
う
見
通
し
は
存
在
し
て
い
た
。
八
月
一
九
日
、
大
島
陸
墨
と
福
井
三
郎
は
会
談
し
た
。
そ
の
時
「
先
頭
部
隊
前
進

の
結
果
如
何
に
依
り
、
遂
に
与
国
の
賛
否
如
何
を
顧
ミ
る
の
蓬
な
く
自
主
的
大
出
兵
の
止
む
な
き
に
至
る
の
事
な
き
や
」
と
い
う
福
井
の
質
問

に
対
し
大
島
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
其
遷
れ
な
き
を
希
望
し
居
れ
り
。
さ
れ
と
も
変
化
は
難
計
、
其
時
二
至
れ
は
国
内
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の
米
価
騒
き
の
如
き
も
自
然
の
勢
ひ
二
依
て
閉
隠
す
べ
し
」
。
そ
し
て
こ
う
し
た
見
通
し
に
照
応
す
る
よ
う
に
陸
軍
と
提
携
し
て
幽
兵
拡
大
を

行
な
い
政
治
危
機
を
の
り
切
ろ
う
と
い
う
構
想
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
八
月
末
の
後
藤
の
構
…
想
で
あ
っ
た
。

　
出
兵
に
よ
り
内
閣
維
持
を
図
ろ
う
と
し
た
伊
策
の
構
想
は
米
騒
動
で
大
打
撃
を
受
け
た
。
し
か
し
内
閣
維
持
の
意
図
は
消
え
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
米
騒
動
勃
発
で
寺
内
は
辞
意
を
固
め
て
い
た
（
田
日
記
、
1
8
・
8
・
1
7
）
が
、
こ
の
こ
と
は
閣
員
に
徹
底
し
て
お
ら
ず
閣
内
に
は
辞
職
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

継
続
か
を
め
ぐ
る
混
乱
が
渦
ま
い
て
い
た
。
そ
の
中
で
後
藤
は
八
月
末
、
臨
時
議
会
召
集
に
よ
る
時
局
収
拾
を
計
画
し
た
。
彼
の
構
想
は
、
臨

時
議
会
を
開
き
軍
事
費
約
三
億
円
、
　
一
般
官
吏
乎
当
約
六
、
七
千
万
円
、
社
会
政
策
費
約
一
億
円
の
通
過
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（
原
艮
記
、
1
8
・
9
・
1
）
。
原
が
こ
れ
を
「
軍
事
計
画
」
（
同
、
1
8
・
9
・
5
）
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
計
画
の
核
心
は
、

軍
事
費
の
提
案
に
示
さ
れ
る
出
兵
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
出
兵
拡
大
、
臨
時
議
会
を
理
由
と
し
内
閣
を
存
続
さ
せ
、
さ
ら
に
出
兵
拡
大
で
民
衆
意

識
の
戦
時
化
を
図
り
、
社
会
政
策
の
実
施
と
相
ま
っ
て
民
衆
勢
力
の
高
揚
を
沈
静
化
さ
せ
、
危
機
を
の
り
き
ろ
う
と
い
う
の
が
後
藤
の
真
意
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
藤
は
こ
の
計
画
へ
の
陸
軍
の
支
持
を
求
め
田
中
に
働
き
か
け
た
（
同
）
。

　
七
月
の
決
定
で
伊
東
は
戦
時
意
識
の
利
用
を
策
し
た
が
、
そ
れ
は
限
定
出
兵
方
針
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
寺
内
の
平
時
型
総
力
戦
構
想
の

枠
内
に
あ
っ
た
。
し
か
し
後
藤
の
計
画
は
、
陸
軍
の
望
む
大
規
模
な
拡
大
を
容
認
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
出
兵
が
限
定
方
針
を
の
り
こ
え
、
平

時
型
総
力
戦
構
想
の
枠
の
外
に
出
る
可
能
性
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
米
騒
動
以
後
、
統
治
力
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
寺
内
内
閣
の
下
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

陸
軍
主
導
で
出
兵
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
陸
軍
の
政
治
力
の
肥
大
化
、
事
実
上
の
陸
軍
主
導
内
閣
へ
の
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
後
藤

の
計
画
は
、
陸
軍
主
導
の
下
で
の
戦
時
型
総
力
戦
構
想
の
展
開
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
後
藤
の
働
き
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
陸
軍
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
九
月
五
日
の
日
記
に
原
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

夜
小
泉
策
太
郎
、
田
中
義
一
に
会
見
せ
り
と
て
来
話
中
に
、
後
藤
は
田
中
に
対
し
色
々
画
策
（
軍
事
上
－
原
文
）
を
試
み
た
る
も
、
寺
内
は
辞
意
あ
る
も

の
」
如
く
本
日
推
知
せ
り
、
依
て
遺
憾
な
が
ら
君
等
を
満
足
せ
し
む
る
こ
と
能
は
ず
と
云
ひ
た
り
、
田
中
は
疾
に
山
県
、
寺
内
聞
を
往
来
し
て
寺
内
の
辞

意
を
知
り
居
た
れ
ば
と
て
後
藤
の
迂
瀾
を
一
笑
せ
り
と
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田
中
の
拒
絶
の
理
由
は
右
の
よ
う
に
寿
内
の
辞
意
で
あ
っ
た
。
し
か
し
何
故
こ
れ
が
決
定
的
な
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
兵
拡
大

↓
民
衆
意
識
の
戦
時
化
と
い
う
後
藤
の
計
画
の
中
核
で
あ
ろ
う
部
分
が
有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
首
相
を
変
え
て
で
も
内
閣
を
延
長
す
る
こ
と
は

可
能
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
寺
内
の
辞
意
が
決
定
的
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
戦
時
意
識
化
と
い
う
計
画
の
中
核
が
実
現
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
が
、
陸
軍
内
で
強
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
先
の
陸
相
の
発
言
と
は
別
の
見
通
し
も
陸
軍
内
に
存
在
し
て
い
た
。
上
原
総
長
の
腹
心
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
町
田
経
宇
第
＝
師
団
長
は
八
月
二
六
日
、
以
下
の
書
簡
を
上
原
に
送
っ
て
い
る
。

　
　
現
高
内
内
閣
下
に
は
一
般
の
人
心
既
に
愛
想
を
つ
か
し
居
る
を
以
て
、
此
内
閣
の
下
に
於
て
行
は
る
」
出
兵
の
如
き
も
往
々
国
民
に
冷
眼
を
以
て
灌
過
せ

　
　
ら
れ
…
…
（
日
清
・
日
露
戦
争
時
と
）
実
に
雲
泥
の
差
あ
る
を
覚
ゆ
。
馨
れ
固
よ
り
今
回
の
出
兵
は
外
敵
の
圧
迫
未
た
左
程
に
国
民
の
頭
に
赤
し
あ
ら
ざ

　
　
る
に
依
る
は
勿
論
な
る
ぺ
け
れ
と
も
、
人
心
既
に
現
品
の
砒
政
に
倦
め
る
の
主
因
な
る
に
あ
ら
さ
る
乎
。
此
重
大
な
る
時
局
に
際
し
、
当
局
者
は
宜
し
く

　
　
決
然
為
政
方
颪
に
於
て
人
心
を
一
変
し
、
挙
国
一
致
の
策
を
講
ず
る
に
非
ら
ざ
れ
は
、
節
黒
の
出
兵
も
往
々
現
閣
の
延
命
術
と
麿
徹
さ
れ
、
神
聖
な
る
軍

　
　
隊
も
或
は
0
0
擁
護
の
機
関
と
誤
認
さ
る
Σ
の
慮
な
し
と
せ
す
。
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こ
れ
に
表
わ
れ
て
い
る
の
は
、
現
に
行
な
わ
れ
て
い
る
出
兵
が
民
衆
意
識
の
戦
時
化
に
失
敗
し
た
こ
と
の
明
確
な
認
識
と
、
民
衆
の
支
持
を

得
る
こ
と
の
出
来
る
内
閣
が
出
兵
遂
行
の
前
提
と
な
る
と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
判
断
が
な
さ
れ
る
背
後
に
は
、
「
現
閣
の
砒
政
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
結
果
で
あ
る
米
騒
動
の
鎮
圧
に
陸
軍
が
出
動
し
た
こ
と
が
、
民
衆
の
陸
軍
敵
視
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
存
在
し
て
い
た

と
推
測
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
陸
軍
内
で
は
町
田
の
よ
う
な
考
え
方
が
強
く
、
そ
の
結
果
、
後
藤
の
計
画
は
拒
否
さ
れ
、
出
兵
の
た
め
「
国
論
を
統
一
」
さ
せ
得
る
内
閣
と

し
て
原
内
閣
の
樹
立
が
期
待
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
か
く
し
て
陸
軍
の
支
持
の
下
に
成
立
し
た
原
内
閣
に
お
い
て
、
田
中
の
陸
相
就
任
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
寺
内
内
閣
期
の
陸
軍
指
導
部
と
政
友

会
は
提
携
関
係
に
入
っ
た
。
で
は
こ
の
提
携
関
係
の
性
格
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。



原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

　
ま
ず
陸
軍
の
希
望
で
あ
っ
た
出
兵
拡
大
要
求
に
原
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
見
る
。
出
兵
決
定
に
お
い
て
は
、
政
府
と
原
の
出
兵
問

題
に
関
す
る
対
立
は
伊
東
の
詐
術
で
曖
昧
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
出
兵
が
現
実
に
行
な
わ
れ
そ
の
自
主
的
性
格
が
顕
在
化
し
た
時
、
原
の
反

発
、
政
府
・
政
友
関
係
の
断
絶
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
だ
が
米
騒
動
が
こ
う
し
た
状
況
を
変
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
政
変
必
至
と
見
た
原
は

後
継
問
題
に
つ
い
て
山
県
や
政
府
と
の
対
立
を
避
け
る
べ
く
、
八
月
以
降
の
出
兵
の
自
主
的
性
格
の
露
呈
に
対
し
て
も
反
対
行
動
を
と
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
原
内
閣
成
立
後
、
出
兵
問
題
に
つ
い
て
最
初
に
行
な
わ
れ
た
決
定
は
一
〇
月
一
五
B
の
閣
議
で
の
西
部
シ
ベ
リ
ア
非
出
兵
方
針

　
　
⑬

の
決
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
成
立
時
の
原
内
閣
の
出
兵
政
策
が
、
出
兵
の
限
定
方
針
の
維
持
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
陸
軍

の
希
望
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
閣
議
決
定
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
出
兵
拡
大
を
め
ぐ
り
陸
軍
省
と
参
謀
本
部
の
間
に
差
違
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
西

部
シ
ベ
リ
ア
出
兵
反
対
の
立
場
を
と
り
拡
大
論
者
に
敗
れ
て
い
た
嚢
中
参
謀
次
長
は
、
陸
相
と
な
る
と
不
拡
大
方
針
で
原
と
協
調
し
、
閣
議
決

定
に
先
立
つ
一
〇
月
一
一
日
に
は
、
西
部
シ
ベ
リ
ア
非
出
兵
、
現
派
遣
軍
こ
れ
以
上
増
派
せ
ず
と
い
う
方
針
を
前
も
っ
て
原
と
立
て
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
原
日
記
）
。
　
一
方
、
参
謀
本
部
は
こ
の
時
期
で
も
西
部
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
を
望
み
続
け
て
い
た
。
出
兵
問
題
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
差
違
は
、

大
戦
期
、
参
謀
本
部
に
拠
っ
て
陸
軍
を
主
導
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
が
田
中
の
陸
相
就
任
と
共
に
分
裂
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
非
出

兵
方
針
の
閣
議
決
定
は
、
参
謀
本
部
に
対
す
る
陸
軍
省
の
勝
利
を
、
さ
ら
に
は
陸
軍
の
主
導
権
の
陸
軍
省
へ
の
移
動
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
原
は
、
限
定
方
針
の
維
持
の
み
で
は
な
く
、
自
主
的
出
兵
方
針
の
対
米
協
調
方
針
へ
の
転
換
も
進
め
た
。
先
の
閣
議
決
定
も
ア
メ
リ
カ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

向
尊
重
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
が
、
続
く
一
一
月
に
は
独
立
政
権
問
題
に
つ
い
て
も
対
米
協
調
を
図
る
べ
く
オ
ム
ス
ク
全
露
臨
時
政
府
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
支
持
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
参
謀
本
部
の
西
部
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
要
求
は
否
定
さ
れ
、
自
主
的
出
兵
方
針
は
対
米
協
調
の
方
向
に
変
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は

陸
軍
が
原
内
閣
よ
り
何
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
原
内
閣
の
下
、
陸
軍
は
寺
内
内
閣
期
以
上
の
軍
備
充
実
を
実

現
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
第
四
〇
議
会
の
頃
、
寺
内
内
閣
の
軍
備
充
実
計
画
の
「
不
十
分
性
」
を
批
判
す
る
点
で
、
原
は
山
県
や
陸
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⑳

軍
と
等
し
く
、
そ
れ
が
政
変
の
過
程
に
お
け
る
山
県
の
原
容
認
の
一
つ
の
背
景
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
内
閣
組
織
後
、
原
は
寺

内
内
閣
を
上
回
る
強
力
な
政
治
力
に
よ
り
、
一
九
二
〇
年
、
所
得
税
等
の
増
税
を
行
な
い
、
そ
の
財
源
を
中
心
に
大
規
模
な
軍
備
充
実
計
画
を

成
立
さ
せ
、
寺
内
超
然
内
閣
を
こ
え
る
軍
拡
遂
行
能
力
を
示
し
、
陸
軍
の
要
求
に
応
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
か
か
る
軍
備
充
実
が
原
の
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
枠
の
中
で
遂
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
原
内
閣

に
お
い
て
軍
備
充
実
は
、
平
時
状
態
の
下
で
大
規
模
な
戦
争
に
よ
る
国
力
の
消
耗
を
避
け
つ
つ
遂
行
さ
れ
、
そ
れ
を
大
規
模
な
出
兵
一
戦
争
計

画
の
一
環
と
し
て
構
想
し
た
陸
軍
の
か
っ
て
の
企
図
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
原
内
閣
に
お
い
て
、
陸
軍
は
自
己
の
戦
時
型
総
力
戦
構
想
の
論
理
の
中
に
原
を
巻
き
込
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
原
内
閣

の
総
力
戦
政
策
は
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
実
現
と
し
て
定
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
寺
内
内
閣
期
の
陸
軍
の
指
導
部
の
原
内
閣
期

に
お
け
る
先
の
分
裂
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
平
時
型
総
力
戦
構
想
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
陸
軍
省
と
、
そ
れ
を
拒
む
参
謀
本
部
の
対
立
と
卜

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
田
中
陸
相
の
下
、
陸
軍
省
が
陸
軍
の
主
導
権
を
握
っ
た
こ
と
は
、
原
内
閣
期
の
陸
軍
の
指
導
部
が
、
平
時
型
総

力
戦
樽
想
の
論
理
に
包
摂
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
原
内
閣
期
、
陸
軍
は
か
か
る
も
の
と
し
て
政
友
会
と
提
携
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
か
か
る
提
携
関
係
に
よ
り
陸
軍
を
自
己
の
内
閣
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
、
原
内
閣
は
安
定
し
、
政
友
会
の
政
治
力
は
強
化
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
一
一
月
革
命
以
後
の
流
動
的
な
国
際
情
勢
の
下
、
陸
軍
は
、
予
算
編
成
で
寺
内
内
閣
の
総
力
戦
政
策
遂
行
能
力
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
る
と

共
に
、
大
規
模
出
兵
を
契
機
に
自
ら
主
導
し
て
総
力
戦
政
策
の
徹
底
的
な
遂
行
を
図
ろ
う
と
し
た
が
、
成
功
を
見
ず
、
結
局
、
原
政
党
内
閣
と

の
提
携
に
そ
の
遂
行
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
原
内
閣
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
帰
結
を
も
た
ら
し
た
基
本
的
要
因
は
、
第
一
に
官
僚
内
閣
の
存
続
・
再
出
を
不
可
能
と
し
た
米
騒
動
以
後
の
民
衆
勢
力
の
活
性
化

で
あ
る
。
そ
し
て
第
工
は
、
当
時
の
民
衆
意
識
の
質
で
あ
る
。
出
兵
に
対
す
る
反
応
に
現
わ
れ
る
こ
の
時
期
の
民
衆
の
戦
時
意
識
へ
の
非
動
員

性
が
、
伊
東
・
後
藤
の
構
想
を
破
綻
さ
せ
、
陸
軍
に
政
友
会
と
の
提
携
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
提
携
関
係
の
性
格
を
規
定
し
た
の
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で
あ
る
。

か
く
し
て
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
問
題
を
通
じ
て
争
わ
れ
た
総
力
戦
構
想
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
原
内
閣
の
成
立
に
よ
り
、
政
党
内
閣
の
下
で
の

平
時
型
総
力
戦
構
想
の
定
置
と
し
て
終
息
し
た
の
で
あ
っ
た
。

原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

①
『
出
兵
史
』
上
、
二
八
頁
。

②
　
一
九
一
八
年
八
月
二
臼
付
山
県
宛
上
原
書
簡
（
『
山
県
有
朋
関
係
文
書
』
（
憲
政

　
資
料
室
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
以
下
、
　
『
山
県
文
書
』
）
。

③
一
九
一
入
年
八
月
九
日
付
原
宛
小
泉
番
簡
（
原
敬
文
書
研
究
会
『
原
敬
聞
係
文

　
雲
』
（
以
下
、
　
『
原
文
書
』
）
第
一
巻
・
日
本
放
送
出
版
協
会
・
一
九
八
四
、
五
五

　
六
頁
）
。

④
｝
九
｝
八
年
八
月
二
〇
日
（
H
）
付
原
宛
福
井
書
簡
（
同
右
書
、
第
三
巻
、
＝
二

　
四
頁
）
。

⑤
　
一
九
一
四
年
以
来
、
原
と
寺
中
の
仲
介
者
と
な
っ
て
い
た
の
は
小
泉
策
太
郎
で

　
あ
っ
た
。
米
騒
動
の
金
霊
化
の
直
後
、
田
中
と
小
泉
は
接
触
し
た
。
田
中
は
小
泉

　
に
機
密
に
渡
る
恋
項
ま
で
語
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
小
泉
を
通
し
て
原
に
接
触
す

　
る
試
み
と
解
せ
よ
う
。
こ
う
し
た
田
中
の
態
度
か
ら
小
泉
は
「
後
継
問
題
等
二
就

　
て
は
総
裁
の
御
意
見
次
第
に
て
、
田
中
氏
の
如
き
は
相
当
の
働
き
を
為
し
得
ら
る

　
べ
く
存
候
」
（
本
章
註
③
、
五
五
七
頁
）
と
判
断
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

⑥
国
や
霞
県
自
身
は
、
入
月
一
七
日
の
寺
内
の
辞
意
吐
露
ま
で
内
閣
継
続
論
で
あ

　
つ
た
（
田
日
記
、
1
8
・
8
・
1
5
／
1
7
）
。
照
は
こ
れ
以
後
も
冬
前
ま
で
居
坐
る
考

　
え
を
捨
て
な
か
っ
た
（
同
、
1
8
・
8
・
2
9
）
。
ま
た
貴
族
院
の
山
県
系
で
は
内
閣

　
改
造
に
よ
る
の
り
切
り
の
考
え
が
存
在
し
て
い
た
（
同
、
1
8
・
8
・
2
8
）
。
そ
し

　
て
山
県
の
信
任
の
厚
い
大
浦
兼
武
も
八
月
末
ま
で
は
内
閣
持
続
論
で
あ
っ
た
（
一

　
九
一
八
年
八
月
二
七
日
付
山
県
宛
大
浦
書
簡
〔
『
山
県
文
欝
』
〕
）
。

⑦
　
田
中
は
八
月
の
初
め
で
、
　
「
来
月
中
に
は
政
変
の
幕
明
キ
と
相
成
る
」
と
予
想

　
し
て
い
た
（
本
章
註
③
、
五
五
六
頁
）
。

⑧
『
出
兵
史
』
上
、
六
八
頁
。

⑨
　
　
隣
本
懐
瞥
、
　
一
旦
六
｝
貝
。

⑲
　
一
九
一
八
年
九
月
二
四
日
付
軍
令
部
次
長
宛
加
藤
寛
治
電
報
（
『
自
大
正
ゴ
～
年

　
至
大
正
九
年
海
軍
省
戦
時
誹
類
』
巻
一
一
〇
〔
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
蔵
〕
）
。

⑪
⑮
　
寺
内
が
辞
表
を
提
出
し
た
後
、
宇
垣
は
次
期
政
権
の
課
題
と
し
て
一
、
東
欧

　
戦
線
構
成
に
関
す
る
方
針
、
二
、
国
民
思
想
の
革
薪
、
三
、
社
会
政
策
、
四
、
国

　
防
問
題
の
鰹
つ
を
あ
げ
、
と
り
わ
け
一
は
「
他
面
に
診
て
は
此
の
世
界
大
戦
の
機

　
に
処
す
る
帝
國
の
国
策
に
外
な
ら
ず
」
と
し
た
（
宇
垣
一
成
『
宇
壇
一
成
日
記
脇

　
1
・
み
す
ず
書
房
二
九
六
八
、
一
七
九
頁
）
。

⑫
　
田
中
は
西
部
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
不
必
要
・
不
得
策
と
考
え
て
い
た
（
原
臼
記
、

　
1
8
・
9
・
1
6
）
。

⑬
こ
の
出
題
を
め
ぐ
り
陸
軍
内
に
は
宇
垣
の
よ
う
な
出
兵
派
が
存
在
し
て
い
た
。

　
出
兵
派
の
考
え
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
出
兵
す
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
、
中

　
國
の
日
本
勢
力
圏
化
・
ロ
シ
ア
へ
の
日
本
勢
力
の
浸
透
を
列
国
に
認
め
さ
せ
よ
う

r
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
対
露
軍
事
侵
略
政
策
で
あ
る
「
シ
ペ
リ
ァ
出
兵
」
の
原
型

　
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
、
陸
軍
は
公
的
に
は
出
兵
不
可
の
立
場

　
を
と
り
、
出
兵
派
は
敗
北
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
拙
稿
「
総
力
戦
政
策
と
春
内
内

　
閣
」
、
鼠
一
1
、
参
照
）
。

⑭
『
出
兵
史
』
上
、
五
九
、
曇
二
六
～
二
三
八
頁
。

⑯
　
「
空
目
内
閣
を
組
織
せ
ぱ
其
陸
軍
大
臣
は
無
論
楠
瀬
な
る
べ
し
。
彼
れ
は
繊
兵

　
　
て
ヤ

　
非
任
論
者
に
し
て
殊
二
当
面
の
軍
都
と
二
見
を
異
に
す
。
是
れ
山
公
憂
慮
の
一
な

　
ら
ず
ん
ば
非
す
」
（
一
九
一
八
年
八
月
二
二
日
付
原
宛
福
井
番
簡
〔
『
原
文
書
臨
箆
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三
巻
、
一
三
五
頁
〕
）
。
こ
れ
は
気
中
と
安
広
伴
一
郎
が
福
井
に
伝
え
た
清
報
で
あ

　
る
が
、
駅
中
自
身
の
考
え
も
こ
れ
に
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

⑰
　
陸
軍
の
指
糠
部
と
対
立
す
る
楠
瀬
元
陸
相
が
政
友
会
の
陸
相
候
補
と
し
て
存
在

　
し
て
お
り
、
本
章
註
⑯
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
陸
軍
側
は
彼
を
警
戒
し
て
い
た
。

⑱
　
一
九
一
八
年
八
月
二
〇
日
（
1
）
付
原
宛
福
井
書
簡
（
『
原
文
書
』
第
三
巻
、
一

　
三
四
頁
）
。

⑲
　
一
九
　
八
年
・
八
月
二
二
日
付
原
宛
福
井
書
簡
（
同
右
書
、
一
三
八
～
一
四
〇
頁
）
。

⑳
　
米
騒
動
以
後
進
め
ら
れ
て
い
た
一
九
一
九
年
度
予
算
編
成
で
寺
内
内
閣
は
陸
軍

　
の
膨
大
な
軍
拡
計
画
（
　
九
一
九
年
度
分
の
み
で
三
億
円
を
こ
え
る
）
を
そ
の
ま

　
ま
受
け
い
れ
て
い
た
（
北
岡
前
掲
書
、
三
二
七
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
寺
内
の
陸
軍

　
に
対
す
る
統
綱
力
の
喪
失
、
政
治
力
の
衰
退
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

⑳
　
上
原
勇
作
文
書
研
究
会
『
上
原
勇
作
関
係
鎌
継
』
・
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九

　
七
六
・
四
八
四
、
五
頁
。

＠
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
罵
薄
禿
「
米
騒
動
と
軍
隊
」
（
『
人
文
学
報
』
禰
三
・
一
九

　
六
〇
）
、
農
少
照
。

⑱
　
　
『
出
丘
顔
出
｛
』
上
、
六
二
百
ハ
。

⑳
　
九
月
三
七
日
付
覚
書
で
ア
メ
リ
カ
は
、
西
部
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
丘
ハ
の
意
志
が
な

　
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
参
謀
本
部
は
「
東
欧
新
戦
線
構
成
二

　
関
ス
ル
研
究
」
の
考
え
に
変
化
な
し
と
し
た
（
同
右
霞
、
六
〇
頁
）
。

駒
　
ア
メ
リ
カ
は
九
月
三
〇
日
、
日
本
の
西
部
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
兵
に
援
助
を
与
え

　
な
い
旨
の
声
明
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
意
向
へ
の
配
慮
も
非
出
兵

　
方
針
決
定
の
大
き
な
要
因
を
な
し
て
い
た
（
一
〇
月
一
五
日
の
閣
議
決
定
文
〔
『
外

　
文
』
T
7
1
1
、
一
〇
∩
）
六
百
ハ
〕
）
。

⑯
　
細
谷
『
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
』
、
一
〇
八
、
九
頁
。

⑳
　
政
変
の
渦
中
の
八
月
三
〇
日
、
山
県
は
自
分
に
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
と
小
泉

　
は
原
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
予
算
編
成
（
即
ち
本
年
度
予
算
－
原
文
）
当
時
、
寺
内
は
（
大
規
模
な

　
　
陸
軍
軍
拡
に
）
同
意
同
論
と
称
し
、
勝
田
、
後
藤
も
之
を
約
束
し
な
が
ら
遂
に

　
　
之
を
履
行
す
べ
く
何
等
誠
意
の
努
力
を
為
さ
懸
り
し
宴
に
不
平
あ
り
角
此
問
題

　
　
二
鞭
て
は
閣
下
二
も
相
談
せ
し
に
同
意
同
論
に
て
、
既
に
政
友
会
大
会
の
演
説
、

　
　
又
其
以
前
各
地
の
大
会
に
も
之
を
論
及
せ
る
事
を
閣
下
よ
り
親
し
く
聴
き
た
り

　
　
と
言
は
れ
候
》
（
一
九
一
八
年
九
月
一
日
豊
原
宛
小
泉
書
簡
〔
『
原
文
書
』
第
一

　
　
巻
五
五
九
頁
〕
）
。

　
こ
の
こ
と
よ
り
原
の
陸
軍
軍
拡
論
を
山
県
が
高
く
評
価
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が

　
出
来
よ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

最
後
に
以
上
の
要
約
と
原
内
閣
以
降
の
展
望
を
述
べ
本
稿
を
結
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
出
兵
問
題
を
め
ぐ
る
権
力
中
枢
の
対
抗
を
総
力
戦
構
想
の
観
点
よ
り
見
れ
ば
、
第
一
期
の
そ
れ
は
、
自
主
的
出
兵
を
契
機
に
総
力
戦
政
策
の

強
力
な
展
開
を
図
ろ
う
と
す
る
陸
軍
の
戦
時
型
総
力
戦
構
想
と
、
寺
内
・
原
の
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
対
立
と
煮
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
寺
内
が

限
定
出
兵
方
針
に
よ
り
自
主
的
出
兵
を
自
己
の
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
中
に
組
み
込
ん
だ
第
二
期
に
お
い
て
対
抗
関
係
は
重
層
的
な
も
の
と
な



原内閣の成立と総力戦政策（高橋）

る
。
第
一
に
自
主
的
出
兵
を
主
張
す
る
寺
内
と
協
調
的
出
兵
を
主
張
す
る
原
が
対
立
す
る
が
、
そ
れ
は
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
内
部
に
お
け
る

自
主
方
針
と
協
調
方
針
の
対
立
で
あ
っ
た
。
第
二
に
兵
力
に
限
定
を
加
え
る
か
否
か
で
同
じ
自
主
的
出
兵
派
の
等
内
と
陸
軍
が
対
抗
す
る
が
、

そ
れ
は
自
主
的
出
兵
を
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
内
部
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
寺
内
と
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
陸
軍
と
の
対
抗
を
意
味
し
て
い

た
。
そ
し
て
結
局
、
二
個
師
団
限
定
の
自
主
的
出
兵
と
い
う
寺
内
の
意
向
の
線
で
出
兵
は
決
定
さ
れ
た
。
米
騒
動
以
後
に
お
け
る
出
兵
を
め
ぐ

る
中
心
的
対
立
は
拡
大
を
望
む
陸
軍
（
参
謀
本
部
）
と
抑
制
を
図
る
原
の
間
に
あ
っ
た
。
こ
の
対
立
に
お
い
て
、
原
は
限
定
出
兵
方
針
を
維
持

し
つ
つ
、
更
に
そ
れ
を
対
米
協
調
の
方
向
に
修
正
し
、
協
調
方
針
に
基
づ
く
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
下
に
出
兵
を
封
じ
こ
め
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
経
過
を
政
治
史
の
観
点
よ
り
見
る
。
ま
ず
第
一
期
の
陸
軍
の
出
兵
構
想
は
、
政
府
・
寺
内
よ
り
の
自
立
志
向
の
現
わ
れ
と
把
え
ら
れ

る
。
し
か
し
そ
れ
は
寺
内
・
原
そ
し
て
山
県
の
政
治
力
の
前
に
敗
北
す
る
。
第
二
期
に
お
い
て
出
兵
は
伊
東
等
の
官
僚
内
閣
維
持
構
想
の
一
環

の
意
味
を
帯
び
つ
つ
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
米
騒
動
以
後
の
状
況
の
中
、
出
兵
を
利
用
し
て
の
官
僚
内
閣
維
持
溝
想
は
挫
折
し
、
原
内
閣
が
陸

軍
に
支
持
さ
れ
つ
つ
成
立
す
る
。
そ
し
て
そ
の
内
閣
で
原
は
陸
軍
（
陸
軍
省
）
の
政
治
的
包
摂
に
成
功
す
る
。

　
結
局
日
本
に
お
い
て
総
力
戦
政
策
は
第
一
次
大
戦
末
期
、
原
内
閣
の
成
立
に
よ
り
、
政
党
内
閣
の
下
で
の
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
展
開
と
し

て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
時
型
総
力
戦
構
想
の
実
践
で
あ
る
満
州
事
変
ま
で
平
時
型
総
力
戦
構
想
は
、
日
本
の
総
力
戦
構
想
の
位
置

を
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
原
内
閣
期
の
総
力
戦
政
策
が
そ
の
ま
ま
満
州
事
変
ま
で
続
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
九
二
〇

年
代
、
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
内
部
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
転
型
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
大
戦
後
期
に
は
、
権
力
中
枢
全
体

の
ほ
ぼ
一
致
し
た
中
心
的
政
策
構
想
で
あ
っ
た
総
力
戦
溝
想
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
そ
の
位
置
か
ら
滑
り
落
ち
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
の
過
程
は
原
内
閣
期
に
お
い
て
も
既
に
進
行
し
て
い
た
。
原
内
閣
期
、
総
力
戦
政
策
は
平
時
型
総
力
戦
構
想
の
下
、
主
に
軍
備
充
実
と

経
済
力
創
出
政
策
の
両
面
で
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
中
で
も
原
の
政
策
思
考
に
お
け
る
総
力
戦
構
想
の
比
重
は
徐
々
に
低
下
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
第
一
に
国
際
情
勢
の
変
化
で
あ
る
。
戦
後
の
髪
際
協
調
主
義
的
風
潮
の
高
ま
り
の
中
、
大
戦
後
期
の
原
の
政
策
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構
想
で
あ
っ
た
協
調
的
総
力
戦
構
想
の
協
調
方
針
と
総
力
戦
政
策
は
矛
盾
を
き
た
す
。
こ
こ
に
お
い
て
原
は
政
策
の
力
点
を
前
索
に
移
し
て
行

く
。
第
二
は
民
衆
意
識
に
お
け
る
反
軍
国
主
義
の
高
潮
で
あ
る
。
出
兵
決
定
段
借
で
明
ら
か
と
な
っ
た
民
衆
の
戦
時
意
識
へ
の
非
動
員
性
は
、

大
戦
後
、
反
軍
国
主
義
的
な
質
を
持
つ
ま
で
に
進
化
す
る
。
こ
の
結
果
、
大
戦
後
期
に
存
在
し
て
い
た
軍
拡
支
持
の
世
論
は
消
え
、
総
力
戦
政

策
の
こ
の
時
期
の
核
で
あ
る
軍
備
充
実
は
至
上
課
題
た
り
得
な
く
な
る
。
第
三
は
軍
拡
と
経
済
発
展
政
策
併
進
の
条
件
を
な
し
て
い
た
大
戦
好

況
が
一
九
二
〇
年
恐
慌
に
よ
り
暗
転
し
、
軍
備
と
財
政
・
経
済
の
矛
盾
が
新
し
い
段
階
で
顕
在
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
財
政
・
経
済
へ
の
楽
観

的
見
通
し
が
あ
る
限
り
、
総
力
戦
構
想
の
比
重
が
低
下
し
て
も
原
は
山
県
や
陸
軍
へ
の
配
慮
か
ら
そ
の
展
開
に
努
め
て
い
た
が
、
恐
慌
以
後
、

不
況
が
長
期
化
す
れ
ば
政
策
の
何
ら
か
の
転
換
は
不
可
避
の
も
の
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
も
総
力
戦
政
策
を
至
上
課
題
と
し
続
け
る
政
治
勢
力
で
あ
る
陸
軍
は
、
新
し
い
情
況
に
対
応
す
べ
く
原
内
閣
期
に
成

立
し
た
総
力
戦
政
策
の
転
型
を
試
み
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
研
修
員
　
京
都
市
左
京

）
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On　the　Formation　of　the　Hara　Cabinet

　　　　and　the　Total　Warfare　Policy

　　　　　　the　expeditionary　force　to　Siberia

by

Hidenao　Takahashi

　　In　this　paper　we　try　for　a　political－hlstorical　research　on　the　formation

of　the　total　warfare　policy　in　Japan　at　the　end　of　the　World　War　1，

when　the　plan　of　“the　expeditionary　force　to　Siberia”　was　decided　and

the　change　of　the　cabinet　form，　from　the　supra－party　govemment　to　the

party　one，　went　on．

　　So　we　must　throw　light　on　the　variety　of　that　plan　；　wartime　pattern

or　piecetime，　conciliatory　lines　or　autonomic，　and　on　the　scramble　for

political　power　about　the　next　Adminstration，　through　the　analysis　of

the　political　dissensions　on　that　plan　among　Prime　Minister　Terauchi，

the　President　of　the　Seiyu－ka1　Hara，　the　military　circles，　and　the　Triple

Alliance．

　　It　may　be　given　as　a　conc1usion　that　the　formation　of　the　Party

Cabinet　under　Premier　Hara　established　the　tota1　warfare　policy　on

peacetime－concillatory　lines．

The　Hinrei賓礼of　the　Ritsuryo律’令Institution　of　Japan

　　　　the　Tenno　and　the　Dajokan太政官in　the　diplomatic　ceremony

by

Isao　Tajima

　　The　subject　of　this　paper　is　Hinrei　of　the　Ritsuryo　periods．　ln　East

Asia　under　the　influence　of　the　Tang　Dynasty，　Hinrei　played　an　impor－

tant　part　in　diplomatic　relations　in　peace　time．　So，　Hinrei　symbolizes

foreign　policy　and　the　concerns　of　the　ruiing　class　in　foreign　diplomacy．

　　This　paper　examines　rites　and　the　credentials　related　to　diplomacy　of

the　Tang　Dynasty，　and　the　content　and　development　of　Hinrei，　which

（522）




